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小川　 「悪童物語」の展開

「悪 童 物 語」 の 展 開

小 川 了 ＊

Further Development of the Tales of "l'enfant terrible". (West Africa)

Ryo OGAWA

   This article is entitled "Further Development", in 
acknowledgment of the analytical studies made by five French 
Scholars of this type of tale  [GOR6G et al. 1980]. 

   The tales of "l'enfant terrible", fundamentally different 
from the tale type of "le Petit Poucet" occur only in West Africa. 
The hero (l'enfant terrible) is usually one of twin boys or a junior 
of two brothers. Contrary to his brother who acts in conformity 
with social norms, the hero commits successively all kinds of 
criminal acts, including, inter  alia, murdering his parents, 
completely destroying the family possessions, damaging the 
scrotum of the blacksmith and killing the blacksmith's children 

(especially in the  Bambara-Dolton tales), killing the animal who 
saves the hero at the critical moment, and so ultimately the 
annihilation of the entire village.  In short, the hero's acts 
are all contrary to the social norms of good conduct, but this 
kind of tale is favored by the people. 

   The five French scholars mentioned above all agree that 
"l'enfant terrible" is not a kind of trickster

, largely because they 
define "trickster" in too narrow a sense. They appear to be 
incorrect in this, since a trickster can be defined as someone who 
passes freely across the border between the reality of everyday 
life and the supernatural order. In so doing, he (the trickster) 

permits us to see an another face of reality. "L'enfant terrible" 
is this kind of trickster. 

   From the analyses of the meanings of the hero's position 

(a young brother), of his perverse acts (topsy-turviness), and of 
damaging of the scrotum of the blacksmith, I demonstrate the 
nature of our hero as a trickster. 

   Finally, comparing "l'enfant terrible" to the witches in 
medieval Europe, I conclude that we (the people) are in need of 
a scapegoat to assuage our inner bad conscience. When we
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fail to recognize the real badness of society we make a scapegoat 
and hunt it (the witch). When the badness is played as a perfor-
mance of "l'enfant terrible", we savor it like  .a tasty dish. The 
tales of "l'enfant terrible" function as a catalyzer of the social order 
as does the Potlatch of the American West Coast Indians.
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１． 序 論

　 １． は じ め に

　本稿 において，筆者 は社会における演技 と しての悪 の効能 につ いて論 じよ うと思 う。

ここで直接 の材料 とす るの は，筆 者自身が西ア フ リカ， セネガルの半農 半牧民 フルベ

（Ｆｕ９６ｅ）族 め村 にて採録 したひ とつの説話であ る。 ただ し， この説話の類話 はフルベ

族に限 らず， 西 アフ リカ各地 の諸部族において もみ られる ものである （６１７頁 の図 １

参 照）。同時に，後 に詳述す るが，この種の説話 は西 アフ リカ，および西ア フ リカか ら奴

隷 としてお くられ た人 々によって 伝え られた と思われる西 イ ン ド諸島 （ｌｅｓ　Ａｎｔｉｌｌｅｓ）

に しかみ られ ない ものであ るとい う。以降，問題 とす る説話 は 「悪童物語」 と称す る

のが もっとも適 当で あろうと思われ る。このタイ トル はフ ランス語 の Ｈｉｓｔｏｉｒｅ　ｄ’Ｅｎ－

ｆａｎｔ　Ｔｅｒｒｉｂｌｅの訳語で はあるが１ 後 に註 １で述べ るように， フルベ族 におけ る説話

の題 として与え られてい るタイ トル の訳語で もあ ることを考 えると， 「悪童物語」 と

い う命 名の しか たが まった く恣 意的 な もので はない ことが理解 されよう。．

　 さて，道化，あ るいは トリックスターに関す る研究は文学 において， あるいは文化

人類学 の領野 において も数 々の華 々しい成果をお さめてきた。道化 という存在 は時空

を超 えて，人類すべてが分 けもつ財産 のようであ る。筆者 が これか らとりくもうとし

てい る物語 中の悪童 は広義 に解 した場合 の道化の一種であ ることはまず間違いないで

あ ろう。であるな らば今 さら道化の解釈 など屋上屋をかさね る道化的行為 であ るか も

しれない。それで もなお この悪 童につ いて論ず る理由は次 の二つで ある。

　 日本 において特 に山口昌男氏を中心 に展開 されて きた道 化， トリックスター論は人
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間社会， あるいは人間 の心性をその深層 において規定 してい る構造 を理解す る上で実

に多大の貢 献をな してきた。ギ リシャ ・ローマの神話における道化 的存在 はい うにお

よばず， 日本における道化の神 々，イタ リア喜劇 にお けるアル レッキーノ，あ るい は

中世 フランス文学 における道化，イ ンド神話 のク リシュナ， アメ リカ ・インデ ィァ ン

諸族 における道化，…… と次 々に指摘，解読 され， もちろんア フ リカにおける トリッ

クスターも広 く紹介 されてきた。 しか し本稿 で筆者 が論 じよう と して い る 「悪童物

語 」はアフ リカ説話 にお いて動物を主人公 と したいわ ゆる トリックスター物 とは別箇

に存在 する ものであ るとい うこと。その意味で これ までの道化論の枠組 の中で は紹介

されていなか った ものであ る。遅れて きた者であることには違 いないが， 名の りをあ

げ る必 要はあろ う。 それがひ とつ の理由であ る。

　他 方において， １９８０年， ５人 のフランス人女性民族学者の共同研究 の成 果 と して

「悪童物語 」論一著が公刊 されてい る。 それ は，Ｖｅｒｏｎｉｋａ　Ｇ６ｒ６９，　Ｓｕｚａｎｎｅ　Ｐｌａｔｉｅｌ，

Ｄｉａｎａ　Ｒｅｙ－Ｈｕｌｍａｎ，　Ｃｈｒｉｓｔｉａｎｅ　Ｓｃｙｄｏｕ， そ して序論， お よび 結 論 を担 当 した

Ｇｅｎｅｖｉさｖｅ　Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅの ５入による Ｈｉｓｔｏｉｒｅｓ　ｄ’Ｅｎｆａｎｔｓ　Ｔｅｒｒｉｂ　ｔｅｓ とい う一書

で ある （以下， この書 を Ｈ．Ｅ．　Ｔ．と略称す る）。 ところが本書 において ５人の筆 者

達 はいずれ も悪童を トリックスター として とらえることを拒否 しているようにみえ る

（後述）。す るとわれ らが悪 童は人間の （ここでは西 アフ リカ諸部族の）意識にお いて

ど こに場所を 占め るのであろうか。それにつ いて は後 に詳述す ることになろう。 いず

れに して もわれ らが悪 童は彼 のために一書 が献ぜ られなが ら，いまだにわれわれの意

識 の暗 い部分 をさまよい歩 いている らしいのである。彼が属すべ き場所はどこに もな

いのかど うか検討 してみたい とい うのが二つめの理 由である。

　 ここまでの記述 にお いて，筆 者は トリックスター，道化 とい った言葉 をほとんど重

な りあ うもの として と らえてい ることに気づかれた と思 う。本論 にはい る前 に，本稿

において筆者 が使 うい くつかの用語 に関 して簡 単な説 明を加 えて おきたい。

　 イーニ ッ ド・ウェルズ フォー ドの著， Ｔｈｅ　Ｆｏｏｌ．一一一Ｈｉｓ　Ｓｏｃｉａｌ　ａｎｄ　Ｌｉｔｅｒａｒ］　ＨｉｓｔｏｒＰｔ一

は， その日本版において 『道化』 と訳 されている ［ウェルズ フォー ド　 １９７９］。一方，

ウィ リアム ・ウィル フォー ドの著， Ｔｈｅ　Ｆｏｏｌ　ａｎｄ　Ｈｉｓ　Ｓｃｏｐｔｅｒ．を訳 出 した高 山 宏 は

Ｆｏｏｌとい う語が 日本語での愚者， 道化のいずれに も一意的 に 対応す るもので はない

ことを認 めた上で，本文中で は Ｆｏｏｌを 「フール」 とカ タカナ表記 し， 書名において

は 「道化 」と訳 して いる ［ウィルフ ォー ド　 １９８３］。苦 心のあ とがうかがえ る・では，

Ｆｏｏｌとは何者か。 ウェルズ フォー ドの定義 に したがえば，　 「普通の人間の標準以下

であ りなが ら自分の欠点が喜 びの もと，人間の，特 に洗練 された人間 の大 きな娯楽の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６１５
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一つであ り続けた 喜 劇の源 泉 に変 って しま っている男」であ る ［ウェルズフォー ド

１９７９：９ユ。

　 日本語での 「ど うけ」 （道化，道外，道戯，童戯） は，かぶ きの揺藍期にあ らわれ，

重要な役を果 した 「猿若」のあ とを うけるもの として 登 場 した とい う ［郡 司　 １９５４：

１７４，２３８］。 ど うけとは要するに 「常の道の外 をいひて， 人をわ らはすゆへに， 道外

といふ」のであ る ［郡 司　１９５４：２３９］。 どうけに関す るこの簡潔な 定 義 と， 先 にあ

げた Ｆｏｏｌ（愚者）の定義 を対照す るな ら， 両者 （愚者 と道化） は一意的 には対応 し

ないと して も，重な りあう部分を多 くもって いることは確かで ある。 ちなみに， ウィ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しもと

ルフォー ドは，「なぜ，武骨 な田舎者，お調子者，トリックスター，答，そ してスケー

プゴー トと して，フール は世界 に，そ して世界の想像的表現 もろ もろの中にか くも繰

り返 し繰 り返 し立 ち現 れて くるのだ ろうか。なぜ， フールたちは時 と所 こそまちまち

であるのに，か くも鮮やかな類似 性を示すのだろ うか」 と述べている ［ウィル フォー

ド　 １９８３：１３－１４］。 つ まり， 彼 もフールという用語 に他 種の道化的存在を含めて用

いてい るのである （フール， ク ラウ ン， ジェスター， イデ ィオ ットなどの名称 につ い

て，それぞれの定義 に関 しては ［ウィル フォー ド　 １９８３：３５－４２］を参 照された い）。

本稿 において もフール という語を使 って もよいが， 愚者 ＝道化 と して，われわれによ

りな じみの深い道化 という語を用 いることにす る。

　 一方， トリックスターという語自体 はか なり以 前か ら使 われて いた にせ よ，本格 的

に トリックスター論 を展開 したのは Ｐ．ラデ ィンを礪矢 とす るであ ろう。 その後， ヨ

セ リン ・デ・ヨンクを 中心 とするライデ ン学派の研究， さ らにレヴ ィ＝ス トロースの構

造 論的研究 の中で重要な位 置を占めてゆ く。 もと もとはアメ リカ ・イ ンデ ィァ ンの一

群 の説 話における中心的人物 （動物 が多い） に対 して与 え られた名称であるが， トリ

ックス ター とは要す るに，「さまざまな 『現実』を同時 に生 き，それ らの間を自由に往

還 し，世界 を して， その隠れた相貌 を絶えず顕在化 させ ることによって， よ りダ イナ

ミックな宇 宙論的次元を開発 す る精神」［山 口　 １９７４：２９４－２９５］ の もちぬ しであ る。

Ｈ．Ｅ．　Ｔ．の著者達が トリックスターを狭い意 味に とらえて いることは本 論中 で述 べ

るが，筆者 は上記， 山口の トリックスターの定義を道化について も同様 に適用 しうる

もの と考 え，以下，道化 と トリックスターを同一範疇 に属す るものと して論を進め る。

２． 「悪 童 物語」 の分布

　本稿において筆者が与えた 「悪童物語」というタイ トルをみると，この種の類話は

世界にかなり広 く分布しているのではないかと考え られるかもしれ ない。 しか し，

６１６



図 １　 Ｈ．Ｅ．　Ｔ．において検討された　「悪童物語」の出身部族を示す西アフリカの地図。ただし， 部族名は

　　　各部族が位置するおよその場所を示すものであって，正確な位置ではない。
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Ｈ．Ｅ．　Ｔ．の諸著者 によると 「悪 童物語」 としてま とま った型を もつ ものは 西 イン ド

諸島を除 くと，他 の地域 にはみ られないという。西アフ リカに特殊的 に生 じた ものな

ので ある。 しいて ヨーロ ッパの説 話中に類話を求め るとするな らば， それは 「親指小

僧」の話 である。

　 クロー ド・ペ ローの筆 によって世界 中によ く知 られている親指小僧 の物語 は次の よ

うな奇抜な語 り口で は じまる。 「むか し， ひとりの樵 とそのか みさんがいて，男 の子

ばか り七人の子持 ちで した。長男はや っと１０歳 なら，いちばん下の子 もや っと ７歳 な

ので した。 こんな短 い間 にこれほどの子持 ちになった ことで驚 く人 もあ りま しょう。

で もこれ は樵 のかみさんが手早 く仕 事を片付 けたか らで， それ も一度 に二人 は生んだ

か らなのです。」［ペ ロー　 １９８２＝２４０］ 以下，概略 は次 の通 りであ る。

　 ７人 の子供の うち， いちばん下の子は とて も身体が弱 く， しか も親 指 ぐらいの大 き

さ しか ない。おまけにひとことも口をきかない子なので愚鈍 と思われ，いつ もい じめ

られて いた。あ る時，大飢謹 になり，樵夫婦 も難儀を し， ７人 の子供達を捨 てよ うと

決心す る。二人 がそれを相談 してい るのを親指小僧 は全部聞 いて しまう。そ こで 白い

小石 をいっぱいポケ ットに詰め こんでおき，森の申に捨 てにゆかれ る途 々，小石を落

して お く。その小石 を目印 に ６人の兄達 と もども再 び家にたど りつ くのである。 しか

し，結局，再 び貧乏 におそわれ，樵夫婦 はまた して も子供達 を捨て ることにする。今

度 は親指小僧 は小石 のかわ りにパ ンをちぎ って は捨 てておき目印 にす るが，パ ンは小

鳥達 に食べ られて しまい， ７人の子供達 は森 の中で迷 い子にな って しまう。

　 や っと見つ けた家 は人食 い鬼の住む家 だ った。 人食 い鬼 には ７人 の娘 が い る の だ

が，夜，親 指小僧 は 自分達がかぶ っていた頭 巾と ７人の娘達 がかぶ って いた金 の冠 と

を とりか えることに よって， まんま と鬼 にみずか らの娘達 の喉をか き切 らせ ることに

成功す る。 自分達は助か るので ある。その後，親指小僧 は王様 にあいにゆ き，手柄 を

たて，　 「好 きなだけ稼」 いで，その財宝をたず さえ両親 の もとにもどるとい う話 であ

る。

　 トンプ ソンによれば， こうい った親指ほどの大 きさの子供 が主人公 となってい る冒

険譚 は，少な くともルネ ッサ ンス時代までさかのぼ ることので きるものである とい う。

そ して， その類話 はヨー ロッパ全土 に定着 して いるのみな らず，近東 ，ア フリカへ は

こばれ， さ らにジャマイカ，バハマ諸島，北米南部の黒人達 の間 に， あるいは平原地

帯 のインデ ィア ン諸 族のなかに も伝 わ ってい る と いう ［トンプソ ン　 １９７７：１３５］。

アフ リカでの類話 と して， ナイジェ リアの東， カメルー ンよ りに住む ロングダ族 の も

のをみると，次の通 りである。 ロングダ族 の間 には， ロンガ ング レという賢 い ヒーロ
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一 とガグール という妖女 の登場す る説 話群 があ り， そこで Ｐンガ ング レは１２人兄弟 の

末子 として登場 し， １２人の娘 のいるガグール とい う妖女 と対 置 され， 殺 されか けよ

うとした時， 策 略を 用いて 逆 に妖女 の 娘達１２人を 殺す とい う話 にな って いる ［山口

１９７１：　５９］。

　 この種 の話 においては童話 によ くあ るように，かな り血生 ぐさいシーンも含 まれて

い る。人喰 い鬼の娘達の喉 をか き切 らせ るシー ンなどであ る。親指小僧の知恵 は この

ように無惨 な場面 も生ぜ しめる もので はあ るが，最大 の悪 はなん とい って も人喰い鬼

とい う存在 その ものである。親指小僧 の知恵 は， たとえそれが悪 知恵 と評価 され るも

のであ って も， それ より数層倍 も大 き く，理不尽な悪 に立 ち向 うための もの として発

揮 され る。人 間の側か らみた場合，親指小僧 の （悪）知恵 は正義のために使用 されて

いるのであ る。つ まり，親 指小僧 は社会的正義をなす者 と しての論理 の一貫性 をも っ

ている。 ところが， われわれの悪 童はこのような論理の一貫性を もっていない。社会

的正義 とは一切無 縁の， いわば無分別きわまる悪をなす存在 なのであ る。つ ま り，親

指小僧が悪 に立 ち向 うポジテ ィブな知恵 をはた らかす もの として存在す るのに対 し，

悪童 はやみ くもに破壊的 な知恵を はた らかす ものと して存 在す る。悪童 その ものが社

会的に危険な存 在なのである。

　 Ｈ．Ｅ．　Ｔ．の ５人 の著者達は上記 のように，「親指小僧」 タイプの説話 にお ける主人

公 は最終的 に社会的正義をおこなう者であ るのに対 し， 「悪童物語」 の主人公 は社会

的正義 とは一切無縁の存 在であるという理由に もとづき， 「悪 童物語」 の分布を西ア

フ リカに限定 して いる。さ らに彼女 らは，「悪童物語」は特 に Ｂａｍｂａｒａ－Ｍ ａｌｉｎｋ６文

化圏 において好 んで語 られている こと， 並 びに， 「悪 童物語」 に しば しば登場す るラ

イオ ンや鍛冶屋 のふいごとい ったテ ーマ と，それが Ｂａｍｂａｒａ族のイニ シェー ション

秘儀体系において もつ意味 とが よく相 応 しているということを主 たる根 拠 と して，

「悪童物語」 は Ｂａｍｂａｒａ－Ｍ ａｌｉｎｋ６文イヒ圏を もともとの起 源 とするものであろ うと推

定 して いる （この点に関 して は ５人の著者 と もすべてが一致 して述べてい るが，特 に，

Ｖ．Ｇ６ｒ６９の論文を参照の こと）。

３． 「悪 童物 語」

　論を先へ進める前 に， ここで著者がセネガルのフルベ族 において採録 した 「悪童物

語」をみてお こう。
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悪 童 サ ン バ１》

　昔，ここにあった話。

　悪童サンバは土曜日に生まれ，日曜日に大きくなった。木曜日には牛の仲買いをしていた。

　ある日，彼の兄が旅に出ることになった。彼らの父はすでに死んでいた。彼らの母は妊娠 して

いた。彼らがもっていた雌馬も妊娠 していた。彼 らの犬も妊娠していた。

　さて，サンバの兄は旅にでようとしていた。兄はサンバに言った。 「あそこに雄ヤギがいる。

お母さんが子供を生んだら，あの雄ヤギを殺して，お母さんに食べさせなさい。」

　兄はまた言った。「納屋には落花生の殻がいっぱいはいっている。もし，雌馬が仔を生んだら，

仔馬が草を食えるようになるまで母馬に落花生の殻を与えなさい。」兄はまた言った。「犬が仔を

生んだら，ヌカを食べさせなさい。」

　さて，悪童サンバ。

　母親が子を生んだ。サンバは母親にヌカをもっていった。 母親は 「私はヌカなんか食べない

よ」といった。サンバは母親をつかまえると，殺 した。

　雌馬が仔を生むと，サンバは雄ヤギをつかまえ，殺 して，肉を雌馬に与えた。雌馬は唇をそり

かえらせて，肉を食べようとはしなかった。サンバは雌馬を殺した。

　雌犬が仔を生んだ。サンバは雌犬に落花生の殻を与えた。犬は食べようとはしなかった。サン

バは雌犬を殺した。

　さて，その後。

　サンバは赤ん坊に水を汲んでこいといった。赤ん坊はまだ目も見えなければ，耳もきこえない

状態だった （ので，水を汲みにいこうとはしなかった）。サンバは赤ん坊を殺 した。

　サンバは仔犬達を呼んだ。サンバは仔犬達を集めると，これから狩にいくといった。そ して走

りだし，仔犬達を呼んだ。 しかし，生まれたばかりの仔犬達は走ろうとはしなかった。サンバは

仔犬達を殺した。

　サンバは仔馬に鞍をのせた。仔馬は （鞍の重みに耐えられず）地面に倒れた。サンバは仔馬を

殺した。

　サンバの兄，スーナが帰ってきた。兄は尋ねた。「お母さんはどこだ。」

　サンバは答えた。「僕が殺 したよ。」

スーナ　 「雌馬はどこだ。」

サンバ　 「僕が殺 したよ。」

スーナ　 「雌犬はどこだ。」

サンバ　 「僕が殺 したよ。」

スーナは言った。「この家は全滅だ。旅に出よう。」

　こうして二人は旅に出た。長い闇あるいた。サンバとスーナはライオンが眠っているところに

であった。二人はそこにしばらくとどまっていた。どうすればそんなところにキセルを置き忘れ

１）説話のタイ トルとして与えられているＳａｍｂａ　ｋｅｃｃｏ　ｂｏｎｄｏを字義通りに訳すと，「新生児にし

て悪人であるサンバ」という意味である。そこから筆者は，この種の説話群を 「悪童物語」と

命名するのが適当と考えるのである。

　 翻訳に関しては，なるべ く原語に忠実であるよう努力 しているが，わかりやすくするために

適宜，補足的な語句をつけ加えた。Ａｎｎｅｘｅ　１に原語テキストを示 しておく。

６２０



小川　 「悪童物語」の展開

て くるのか知らないが， （とにかく事実は， サンバはライオンのすぐそばに自分のキセルをおき

忘れてきた）。サンバとスーナは長い間あるいていたが，サンバがいった。「僕はキセルを忘れて

きた。」

　スーナは言った。「放っとけ。もうひとつ買ってやるよ。」

　サンバは答えた。「これでキセルが ２本になった。」

　スーナは言 った。「もうひとつ買ってやるよ。」

　サンバは答えた。「あっ，これでキセルが３本になった。」

　スーナは言 った。「（そんなことを言うのなら）ライオンのところにもどって，自分のキセルを

とってこい。」

　サンバは言った。「フン！　スーナ，もし ｇｅｌｏｏｄｅ　２）の枝葉が舞い上るのをみたら，尻に帆をか

けて逃げるがいいぜ。」

　サンバはライオンのところにもどっていった。しばらくすると，スーナは砂ボコリが空に舞い

上り，それがだんだんこちらに近づいてくるのをみた。

　サンバはライオンのそばにもどったが，ライオンはまだ眠っていた。それをみると，サンバは

大きな平手打ちを一発くらわせた。そ してキセルをとりもどした。ライオンは跳びあがるとサン

バを追いかけはじめた。ライオンは長い間サンバを追いかけた。

　スーナは砂ボコリがだんだん近づいてくるのがみえた。

　 ライオンがまさに二人にとびかかろうとした時，鷹が一羽舞い降りてきて，二人を背に乗せ・

舞い上 った。知っての通 り，鷹の尻は少 し赤い。サンバは鷹の尻が赤いのを見るとスーナに百 つ

た。「この尻に針を一本さしてやろう。」

　スーナは言った。「それはいかん。してはだめだ。」

　 サンバは言った。「いや，僕はさすよ。」

　サンバは針をさした。サンバが針をさすや否や，鷹は二人を放り出した。二人とも背中から落

ちた。そして，死んだ。

　 しかし，す ぐに二人とも生き返った。

　 スーナはサンバに言った。「もうこうなったら別れよう。一緒に生きることなんかとてもでき

ない。」

　二人は別れた。

　 スーナはある村に行 くと，そこで牛飼いになった。スーナは朝起きると，老人を背に負い・野

原に入って野鳥の卵を集めたり，ホロホロ鳥をとったりして，それらをすべて袋の中に入れては

村に帰るのだった。

　一方，サンバは日の昇らない村に着いた。この村は，なぜ日が昇らないかというと，鳥が太陽

を隠してしまうからだった。雄鶏が時を告げようとしたとたん，再び夜になって しまうのだった・

（これが作り話というものだ。）

　 サンバは太陽を隠していた鳥たちを一羽残 らず皆殺 した。それで，その村は再び日が昇りはじ

めた。村人達はサンバに言った。「何でも欲 しいものを言って下さい。あなたが欲 しいとおっし

ゃるものなら何でも差 し上げます。あなたは私達にとって実にありがたいことをして下さったの

ですから。」

　 サンバはハエで作った ｄａｋｋｅｒｅ３）が欲 しいと言 った。村人達は右往左往して （ハエを集めた）。

２）Ｇｕｉｅｒα　ｓｅｎｅｇａｇｅｎｓｉｓ・丈 １メー トル５０セ ンチ ぐらい まで に な る灌 木 。　 　 　 　 　 　 ’

３） トウ ジ ン ビェ の粉 に少 量 の水 を加 え ， 容器 を ゆす りな が らよ くか きまぜ る と， 径 ２～３ｍｍ

の粒 の集 合 体 に な る。 これ を蒸 した後 ，砂 糖 を加 え た大 量 の ク リー ムを か けて たべ る もの ・ フ

ル ベ族 ， Ｊｅｎｎ，ｇｅｌｂｅの人 々に と って ， も っと も価値 あ る御 馳走 で あ る 。
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　さてその後，サンバは兄のスーナに会いに行 くと言った。会いにゆくと，スーナはある老人の

牛飼いになっていた。サンバはスーナに言った。「今日は兄さんに代 ってやるよ。」そして，サン

バは老人を背に負い，野原に出た。サンバは蛇をみつけると袋に入れた。毒の強いｓｅｈ・ｒｅという

蛇をみつけると袋に入れた。サソリをみつけると，これも袋に入れた。サンバは老人を背負って

いたが，あるところに来ると，「あんた，いいかげんにおりたらどうなんだ」といって老人を放

り出した。

　サンバは村にもどった。村人はサンバに尋ねた。「老人はどこにいったの。」

　サンバは答えた。「老人 ？　 あの人は夕方のお祈りをしているよ。」

　サンバは村につくと袋を地面においた。知っての通り，子供というものは好奇心が強いものだ。

それに，袋の中にはホロホロ鳥や卵が入 っているものと思いこんでいるものだから，子供達は袋

の中に手を入れた。すると，その子供達は 「痛い！」と叫ぶのだった。

　 しばらく後，村人達はサンバに尋ねた。「老人はどこにいるんだ。」

　サンバはイライラして答えた。「いい加減にほっといてくれ。老人なんて， 見たことも聞いた

こともないね。」

　村の人達は袋の紐をといて中のものをだした。すると蛇がたくさん村の中をはいまわり，村中

の人すべては野原に向って逃げだしてしま った。

　 この物語 は１９７４年 ８月，セ ネガルのフルベ族，ＪｅｎｎｇｅｌＳｅク ランの一つの村 ，　Ｇｕｅｅｌｙ

にて採録 した ものである。話者 は当時３０才ほどの Ｗ ａａｌｉ　ＫＡ 氏であ った。 子供を ま

じえた 「夜の語 り」 の場で話 された もので ある。つ まり， この話 は何 らかの儀礼 の場

において華 られ るとい う性格の ものではな く， ご く普通の説 話語 りの場 にお いて語 ら

れ うる ものであ るようだ。 この点 に関 して は Ｈ．Ｅ，　Ｔ．の諸著者 も 「悪童物語」 と何

らか の儀礼の場 との結 びつ きにつ いては特 に触 れて いない。 た しかに， フルベの人 々

はこの種の物語を子 供達 に聞かせ るのはよ くないというが， 一般 の説話 と敢えて区別

しているわ けではない。 ただ， 卜一ゴの Ｔｙｏｋｏｓｓｉ族 において類話 を採録 した Ｒｅｙ－

Ｈｕｌｍａｎ は一般 の説話 が語 られ る状況 と 「悪童物 語」が語 られ る状況 には違 い が あ

ることを述べている。 「悪童物語」は教 える者 と教え られる者 とい う緊密 な関係 を背

景 として語 られ るものである。た とえば父殺 しのテ ーマな どは普通のタベ の語 りの場

で語 られ ることは禁 じられている。つ まり，子供 の前で語 るべ きものではないとされ

る・ この種の説話 は年寄 りたちの意向 （つ ま り，民族 の文化） を受 け継 こうという明

確な意志を もった若者だけに語 られ るものだとい う　［ＲＥｙ－ＨｕＬＭＡＮ　ｔ　ｌ９８０：１９３］。

フルベの人 々が 「悪童物語」を安 易な気 持で子供達 に聞かせ るの はよ くない， という

こと，および， 上 に述べた Ｒｅｙ－Ｈｕｌｍａｎ の記述 を もとにいうな らば， 「悪童物語」

は儀礼 と直接結 びつ いて はいないとはいえ，子供達 が 日常的 に語 る説 話類 とはいささ

か次元を異 に して いるとはいえ るであろう。
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Ｒ． 展 開

　上 にみた物語 につ いて， フルベ族 の文化的 コンテキス トを背景 にお きつつ， い くつ

かの分析を加え， 論の展開を試みよ う。

ユ． 兄 ス ー ナ と弟 サ ンバ

　フル ベ族 の 「悪童物 語」 において，悪童 はサ ンバ とよばれ，二人兄弟 の うちの弟で

あ る。Ｇδｒ６ｇ によると，　Ｂａｍｂａｒａ－Ｍ ａｌｉｎｋ６文化圏で語 られる 「悪童物語」の主 人

公 はほ とんどの場合，双子の兄弟 の うちの一方， あ るいは二人兄弟の うちの弟 である。

そのほかに も姉 に対す る弟 として登場す るケース， あ るいは兄や姉を もたず，た った

一人で登場す るケース もあ るが
，それはむ しろ稀であ る。

　Ｂａｍｂａｒａ族の儀礼体系 において双子の 占め る位 置は大変重要であ ると同時 に， ま

た，人 々の意識において，兄 より弟の方が賢 いともいわれ る。父 が もつ物質的遺産 は

兄 （長男） に相続 されるが，父が もつ眼にみえない資質，つま り知識や精神力 とい っ

た ものは兄の方ではな く弟の方 に受け継がれる と され るの で あ る ［Ｇ６Ｒ６Ｇ ．１９８０：

４０－４１］。

　 フル ベ族 にお いて第二子 （長男 に対す る次男，長女 に対す る次女） の もつ意味 は大

きい。それは彼 らあ伝統 的命 名体系 と，各 々の名前 に付与 された社会的 意味合 いを考

え ると明確 に理解 され る。その点 につ いて ここで考察 してお こう４）。

　 セネガル のフルベ族 （Ｊｅｎｎｇｅｌ６ｅクラン）は２０世紀初頭犀来 イス ラム化 してお り，新

生児 の命 名にあた って はイスラムの聖人か らとった名前， それ も週の各 日ごとに決 め

られた名をつける ことが多い。 たとえば， 日曜 日に生 まれた男子であれば Ｂｕｂａｋａｒ，

Ｕｍａｒ，　Ｕｓｍａｎ といった名前のいずれかか ら， 女子であれば Ｋａｄｉｊａ，　Ｍ ａｒｉａｍａ な

どのいずれかか ら選 ばれる。 しか し同時に，彼 らはフルベ族 に伝統的 な命名法 も温存

して いる。それ は出生順 によって， あ らか じめ定め られた名前 をつ けて ゆ くものであ

る５）。 フルベ族 において は父 と母がそれぞれ別 の名前を出生児 に与 えるのはご く普通

のことで あり， さらに数人 の親類縁者などが名前を与え る。つま り，個人 は複数の名

　４）この部分の記述に関して，より詳細を 「固有名詞と社会関係」と題して， 『言語人類学 ・現

　 代のエスプリ別冊』（１９８３年末刊行予定）に発表 していることをおことわりしておく。
５）もちろん，フルベ族の伝統的命名法としては他の方法もある。たとえば，生まれる子供が何

　 人か次々と死んでいった後に生まれた子には，「憎まれ者＝　ｇａｈａａｄｏ」とか， 「お前は死ぬであ

　 ろう＝＝　Ｍａａｍａａｙ」と命名するといったものであるが，本稿の論 旨からはずれるので記 さない

　 でおく。
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前をもつので，イスラム名と同時に，フルベ族に伝統的な名前 ももつという人々が多

いのである。

　男性，女性それぞれに出生順による名前の体系があり，それは次の通 りである。

　男性

癬 麟｝一翫伽 一励 一踊 一伽 勿
　　　　 １　　　　　　　 ２　　　　　 ３　　　　　４　　　　 ５

　 女性

　　Ｄｉｋｋｏ→ １（ｕｍｂａ→ Ｐｅｎｄａ→ Ｔａんｋｏ→ Ｄａａｄｏ

　　　 １　　　　　 ２　　　　　 ３　　　　　４　　　　　 ５

　 男子の場合，長 男は Ｈａｍｍａｄｉと命 名され ることもあるが，　Ｄｉｋｋｏとよばれ ること

もある。長女 は Ｄｉｋｋｏで ある。 つ まり，長子 の場合，男女 を問わず Ｄｉｋｋｏと命名さ

れ うるので あり，名前 だけでは男女 の性別不明 とい うケ ースがお こるので ある。第二

子にな って は じめて，男 の場合 は Ｓａｍｂａ，女の場合 は Ｋｕｍｂａと明確 な違 いをみせて

い る。実 際のところ， フル ベ族 にと って男女 とも， この第二子につけ られ る名前が も

っとも重要なのである。Ｇａｄｅｎ がすで に記 している ことで あるが，　Ｓａｍｂａと ・Ｋｔｔｍｂａ

はそれぞれ男性 と女性を代 表す る名前 と して，た とえば次 のような表現 の中で用 い ら

れ る。

　 Ｋｏ　Ｓａｍｂａ　ｇｏｌｔｉ　ｋａｔａ，κ蹴 ６α勲α脚 ．

　 「サ ンバ が稼 ぐものすべてをク ンバ が食べて しま う。」

この ように Ｓαｍｂａ，　Ｋｕｍｂａという名前が男女両性を代表す る名前 であることか ら， こ

の二つの名 は冗 談の中で男女 それぞれの性器 を意味 して使われる こと もあ る と い う

［ＧＡＤＥＮ　 ｌｇｌ２：３］。また，各種の説 話において 中心的な役割 を演ず る男 は多 くの場

合 翫 励 αとい う名を冠せ られてい る。 翫 〃加 は賢 く，勇気 があ り，かつ フルベ と し

ての美徳をそ なえた人物 と して登場す ることが多 いのであ る。

　 一方， ここで は詳説 は しないが長男 の名， Ｈａｍｍαｄｉ に対 しては粗忽者 の代 名詞 と

して使 われ，三男の名 １）ｅｍｂａについてはある種の陰 険 さ， ず る賢 さ とい った概念が

付与 されて いる。 ちなみに，動物 を主人公 とした多 くの説話 において， 強欲 であ りな

が ら，最後 には知恵者の野兎に負か されるハ イエナ は，１）ｅｍｂａ，又 は Ｚ）ｅｍｂａａｒｕと称

され るのである。要す るに各 々の名前 に与 えられた意味合 いか らして，長，次，三男

に対 して は次のよ うな評価がな されている と考 え られ る。長男 ＝∬α加膨 漉，粗忽 でど

こか抜 けた ところがある。次男 ＝εσ彿加， 賢 命で勇気 があ り， フルベ と しての美 徳を

そなえて いる。三男 ；Ｄｅｍｂａ，陰険で強欲であ るが，所詮，　Ｓａｍｂａ にはかなわな い。
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　 このような出生順位による名前に付与された意味合いには何 らかの社会的根拠があ

るはずである。筆者の考えでは，出生順位に付与された意味合いはフルベ族の伝統的

家畜相続法と関連 している。イスラム化以前のフルベ族に伝統的な家畜相続法は老人

達によると次の通りである。

　父親は自分が生きている間に次男 （Ｓａｍｂａ）に牝牛 １頭を与える。 同様に生存中に

三男と四男に対 し，二人で共有として １頭の牝牛を与える。三，四男の場合，共有の

ものとして与えられた牝牛が仔を産むことによってやがて各 々が独自の牛をもつよう

になるわけである。五男以降についても三，‘四男に対する方法と同様である。

　 さて，問題は長男 （Ｈａｍｍａｄｉ）である。 長男に対して父は存命中には１頭の牛も与

えない。 しか し，父の死にともない，残された家畜すべてを長男が相続する。つまり，

父が生 きている限 り，長男は自分独自の牛は１頭ももたず，父に属する牛群に依存 し

て生きることになる。フルベ族は夫方居住婚をおこない，したがって長男の結婚にと

もなって，その嫁が新 しく婚入 してくる。長男の結婚にともない，父の妻 （長男にと

っての母）は牛の搾乳などの家計管理を長男の妻にゆずる。つまり，新 しく婚入した

妻は夫 （長男）の父に属する牛群の搾乳権を得る。長男め立場からみると，自分の妻

は牛群の搾乳権を もち，家計管理をする存在ではあるが，その牛群の所有者は実は自

分自身ではなく，自分の父であるという言わば間の抜けたことになる。

　 フルベ族における父親と長男の忌避関係も上記のような相続法をふまえて解釈する

ことができよう。父にとって長男はいやおうな く自分にとって代る存在である。他方，

長男にとっては，父はやがて自分 に場所を譲るべき存在でありながら，生きている間

は家畜を １頭も譲ろうとしない人なのである。両者間には当然，潜在的緊張関係が生

ずるであろう。

　 一方， 父の存命中に次男 Ｓａｍｂａに与えられた １頭の牝 牛をどのように管理するか

は Ｓａｍｂａ　一一人の自由である。 上手に管理してその１頭が産む仔牛の数を増や し， ひ

とつの牛群にまとめあげてゆくこともできる。一人 εα解伽 の賢 明さにかかわ ってい

るといえるのである。

　 三男以下については本稿の論旨には関係ないので省略するが，上記で長男，および

次男に付与されている社会的通念としての評価の根拠が理解されるであろう。

　 ここで再び 「悪童物語」にもどろう。 「悪童物語」の主人公は双子の一方，あるい

はフルベ説話におけるように二人兄弟のうちの弟の方である。双子のうちの一方，あ

るいは兄は社会的常識にかなった行動をするのに対 して，双子のもう一方，あるいは

弟 は徹底的に反社会的行動をとる者として登場する。三島由紀夫がいうように 「（犯
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罪は）その強烈な反社会性によって，却 って社会の肖像を明らかに照らし出す」［山口

１９７５ｂ：３４４］のであり， 物語に社会の姿を明らかに照らし出させるためには， 外見

的には全 く似かよった双子を登場させることが効果的になる。社会性をもった一方に

対 し，反社会的な他方， しかも外見的には似通 った双子という形で登場させることに

よって，われわれが日々まがりなりにもみずからを順応させている社会の姿が浮 き彫

りにされるのである。

　では，悪童はなぜ兄に対する弟の方でなければならないのか。Ｂａｍｂａｒａ族におい

て，兄は父の物質的遺産を受け継ぎ，弟は父の精神的遺産，つまり知恵や知識といっ

た眼に見えない豊かさを受け継ぐという。また，フルベにおいても弟の方が賢明，か

つフルベ的美徳を備えた者とみなされる。とすると，反社会性を一身に体現するかの

如き悪童が弟の方であることに疑問を差 しはさまれるかもしれない。 しかし，猛き神

スサノオノミコ トがアマテラスオオ ミカミの弟であるように悪童はやはり弟の方でな

ければならないのである。フルベ社会における長男は父の存命中，父とは強い忌避の

関係にはあるが，父の死にともなって父が有 していたすべての家畜を受け継 ぐ。常識

的な枠内にとどまり，社会の規範を受け入れて生きている限り，ある時点において父

の全遺産を受け継ぐことが保証されているのである。そういった意味で兄は社会性を

代表 している。社会規範に従順であるということが，一般に人々がいうところの長男

＝間抜けな粗忽者 という象徴的な評価と対応 しているのである。

　他方，弟の Ｓａｍｂａには父の存命中にすでに１頭の牝牛が与えられている。 それを

どのように管理するかは当人ただ一人の自由である。仔牛の数をふやす ことも可能で

あるが，同時に，極端な場合には，与えられた牝牛を売り払 ってしまい，得た金を元

手に何か他の事業に手を出すことさえできる。ただし，彼は父から与えられた １頭以

上のものは望みえない。 そこから弟 諏励 αの自由闊達さがうまれるのである。フル

ベの人々が長男，次男に付与 している評価というものは，ある意味で象徴的な次元で

の精神の 「遊び」か ら生 じたものであることは確かであるが，その背後には上に述べ

たようなフルベ文化の中での具体的な事実があるわけである。

　 山口昌男は 「道化は，決 して日常的な意味で主人公にはならない。むしろ道化の性

格は，そのあらゆる側面において，　 『反主人公』という概念のうえに成り立 っている

かのごとくである。」［山口　１９７５ｂ：３４３］と述べている。つまり，イタ リア喜劇にお

ける道化アルレッキーノが常に従僕の役で登場するように，道化は一般的，社会的概

念でいうところの主たる人物の脇役として登場するのである。

　 さらにもうひとつの比喩 として， ウィルフォー ドによって示された ｆｏｏｌと ｊｅｓｔｅｒ
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の差 につ いて記 してお こう。 ウィルフォー ドによると，ｆｏｏ１は全面的 に判断力 に欠 け，

お よそ道徳や社会に超 然 とした存 在であ る。 そのあ りようは ｉｄｉｏｔという言葉 で よ く

表す ことがで きる。ｉｄｉｏｔは “私人，公職を もたぬ人”という意のギ リシア語 （ｉｄｉ６ｔｅｓ）

か ら来てお り，「『イデ ィオ ッ ト』 こそは，社会やそのまと もな法や義務 といった もの

の外側のど こかか ら出て来，自分 が出て来た この 『外側』 にいつまで も属 し続 けるよ

うに見える象徴的 なフール とい う存在 の， 第一のモデル」で ある。 「フール は しば し

ば一人の 『私人』 なので」ある。 これ とは逆 の ものが ジェスター （ｊｅｓｔｅｒ）である。 ジ

ェスターは 「普通 には王候 の宮廷 や貴族 の屋敷で禄 に与 っている者を指す。 してみる

と， ジェスター とい うのは，他の形式 では無法 の存 在であ るフールの，馴致 されて し

ま ったかた ちなのである。」［ウィル フォー ド　１９８３：４１－４２］。フルベ文化におけ る兄

弟 の象徴的次元に話を もどせ ぱ，兄 は馴 致された もの と してのジェス ターに対 応 し，

弟 はあ くまで も 「外側」 にいつづ ける ｆｏｏｌに対応 していることが明瞭で あろう。

２． さか しま性 について

　丁悪童物語」は，まず悪童の異常な出生とその生いたちを述べた後，日常生活の基

盤であるべき家庭を破壊することか らはじまる。このモチーフはフルベ説話に限 られ

るものではなく，西アフリカの多 くの 「悪童物語」に共通するものである。フルベ説

話における家庭破壊は生物にとってもっとも基本的な食餌の内容を逆転させることか

ら展開 してゆく。悪童は自分の母にヌカを与え，馬にはヤギの肉を，犬には落花生の

殻を与えるのである。さらに，赤ん坊，仔犬，仔馬に対しては，本来，成人あるいは

成獣に課されるはずの労働を課すという 「あべこべ」をおこなうのである。

　 このような 「さかしま」の振舞いは道化の演技につきものの重要な要素のひとつで

あって，パフチーンによるラプレーの作品の分析，あるいは山口昌男によるコメディ

ア ・デラルテの分析などを通 して，すでにわれわれにとってなじみ深いものになって

いる。 この 「さか しま」性はさまざまの形をとって表れる。中世ヨーロッパのカーニ

バルにおいては乞食が王になり，売春婦が聖女になる。また，フランスの都市でさか

んにおこなわれた 「愚者の祭り」においては，本来もっとも神聖なる結界であるはず

の教会内において，下層の僧達が高位の僧職者になりかわり，狼雑かつ無秩序なミサ

をとりおこなうのであった。

　われわれの悪童は物語の冒頭において， このさか しま性を遺憾なく発揮する。日常

性を破壊 して非日常に向うための手段としてのさか しま劇なのである。ところが，悪

童のさか しま劇は物語の冒頭にとどまらない。話の全篇において，あべこべは続けら
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れる。悪童 とその兄 は村を離れ，旅 に出る。中心か ら周縁 に向う旅 のは じま りとい っ

て もよい。つま り， 中心 とは単純に トポグラフィカルな観点か ら村 の ことであ り，周

縁 とは村 を とりま く荒野であ る。 と同時 に，政治的制度 ・機構が機能 す る場 と しての

村か ら，そのよ うな機構が機能せず，何が起 るかわか らない辺境 の地 へとい う意味で

も中心か ら周 縁へ向 うのであ る。

　実際，悪童 と兄はさ っそ くライオ ンに出あう。 ところが悪 童は眠 ってい るライオ ン

に一発喰 らわせ，わ ざわ ざみずか らと兄 の命を窮地 に追 い こむ。 自分 と兄の命 を救 っ

て くれた鷹の尻 に針 を刺 し，つ いに二人 と もを死 に至 らしめ る。生 き返 った二人 は結

局，別れ る。 ここで反社会性 は決定的に排除 されたか にみえ る。実際の ところ，兄 は

ある村 に行 き，そ こで老人のために野鳥の卵や ホロホロ鳥を集 めて暮 らす。一 方，悪

童 は日の昇 らぬ村 にたど りつ き，そ こで悪 の元 凶ともいうべ き鳥を退治す る。彼は秩

序 を回復 させ るかのごとき行為 もなすのである。 しか し，す ぐにそれが見せかけにす

ぎないことがわかる。村人達の謝礼 の意志表明 に対 して，悪童 はハエで作 った ｄａｋｋｅｒｅ

を要求す るのである。 註 ３で述べて おいたよ うに， ｄａｋｋｅｒｅはフルベ族の人 々が もっ

とも高 い価値を与える食事で ある。ク リームが豊富 に得 られ る雨季 に， しか も他村 の

長老 の来訪を うけるとい った， いわば 日常性 の中で ひとつの はずみをつ けるような出

来事 に際 してのみ作 られ るものであ る。大量 の砂糖が使われ ることも祭 り事 に符合 し

ている。

　一方，ハエ はフルベ の人 々が嫌 う生物 である。た とえば，容器 に入れた牛乳 の中に

ハ ェが落 ち込んだ りす るのを大変嫌 う。彼 らがハエを嫌悪 す るのは，ハ エが糞便 にた

か るのを 日常的に眼にす ることと関連があろ う。 ハ エは端 的にいうならば 糞 便 か ら

“生 まれ”
，糞便を “好 んで”生 きてい るので ある。 悪童 はハエの ｄａｋｋｅｒｅを要求す る

ことによ って， もっとも高貴 な食料を即座 に糞便 に結 びつ けるとい ういたず らをお こ

な う。

　 ここで糞便が もつ両義的 な側面 について触 れてお くことは無駄で はあるまい。パ フ

チー ンの表現 に したがえば，糞 は陽気 な物質 である。それ は生殖，肥沃 とつ なが りを

もっている。つま り，糞 は大地 と身体の何か中間にあ り，両者を親 近関係 におき， ま

た，糞 は生 きた肉体 と死 んだ 肉体の中間にある ものである。 肉体 は死 ぬ と分解 し，土

に姿 を変 え，肥料 とな る。肉体 は生 きてい る間 は大地 に糞を与え る。糞 は死人 の肉体

がそ うするのと同 じように， 土地 を肥 沃 にす るものなので ある ［パ フチー ン　 １９８０：

１５４］。 ことばを変え るな らば，尿や糞 とい うイメージは肉体的な下層，つ ま り性器や

尻 とい ったイメー ジと結 びつ くことによって面両価値 をおびる。性器が出産 二豊饒へ
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と結びつ くことは明白で あるが，尻 も土地 を肥 沃 にす る糞を通 して豊穣へ とつ らな っ

て いる。 このよ うなイメージの展開 を通 して， 肉体 の排泄物 と しての尿 や糞が新 しい

肉体の出生，豊穣へ とつなが り， ひいて は新 しい秩序 の再生を イメー ジさせ る道具だ

てのひ とつ として用 いられ ることも諒解 され よう。言葉遊 びのそ しりを恐れず にいえ

ぱ，糞 とは米の異 （変） りはてた姿 をあ らわす字であ ると同時 に，肥料 とな り，新 し

く異な った米を生 みだす もので もあ るのだ。た とえば，先 に記 した中世フランスの愚

者の祭 りにおいて糞便が重要な役 を果 して いることをパ フチ ーンは述べている。道化

の司教に選 ばれた者 は壮厳 な勤行をお こな う時，香のかわ りに大便を焚 く。お勤 めが

おわると僧侶達 は大便 をつんだ馬車にの り，下僧達 は街をね りあるきつつ人 々に大便

を投 げつ けた とい うのである。 さらに， カーニバル において も主 に言葉の上 での糞尿

譚的無遠慮 さが大 きな役割 を果 して いたのであ る ［パ フチ ーン　 １９８０：１３０］。

　 さて，悪童の さか しま行為 はさらに度を増 して進行す る。食料を いれ るべき袋 に破

壊 的な毒を もつ蛇やサシ リをいれて村 に帰 る。 あるいは敬 うべ き老人を野原 に放 り出

して しま う。そ してついには村中の人 々を野原 に追 い出し， ち りぢ りに して しま うと

いう大団 円に向 うのであ る。このように悪 童は徹底 したさか しま行為を おこな うとい

うことによ って，それな りの論理 の一貫性を もっているのであ るが， ただ一箇所 にお

いて，彼 の論理の一貫性 に不備 をもた らしてい る。 その不備 とは先 に も少 し触れたが，

いうまで もな く日の昇 らぬ村 で，太陽を隠す鳥を退 治するというモチーフで ある。

　悪童 の論理一貫性 とい う点か ら見 るなら“汚点”ともいえるこの種 の行為 はフルベ族

の説話だけに限 られ るものではない。西ア フ リカの他 の部族での 「悪 童物語」 におい

て もみ られ るもので ある。た とえば Ｂａｍｂａｒａ族 において採録 されたひ とつの類話 に

おいて，ガマ蛙 によって命を助 け られた悪童 はこのガマ蛙 を殺 した後，悪童 は ここで

は兄 と一緒 に日の昇 らぬ村 にた どりつ く。 そこで もや はり一羽の鳥が太陽を隠す ので

ある。悪童 はこの鳥 を殺す。王様はそのお礼 と してみずか らの娘達を悪 童 とその兄 に

嫁 と して与え るのである。　 （ところが悪童 はこの娘達を殺 して しま うことによ ってさ

か しま行為 を続 行する。）［Ｇ６Ｒ６Ｇ　 １９８０：２３］。 この種の “善行” に関 して， われわ

れは Ｚａｎｄｅ族の トリックスター，　Ｔｕｒｅが 「いつ も人を購 してばか りいた 父 トゥレ

の息子の トゥレ」で あり，嘘つ き，ペテ ン野郎，搾取者，人殺 し，見栄 っぱ り，強欲，

裏切 り，忘恩，臆病，大 ぼ ら吹 き とい ったザ ンデ の大人が子供に してはならない とい

うあ らゆ る種類 の背徳をお こな う者で はあ りなが ら ［ＥｖＡＮｓ－ＰＲＩＴｃＨＡＲＤ　１９６７；２８；

山口　 １９７１：１１］， しか し同時に， この世 に食糧や水や火を もた らした者で もあると

いうことを思 い出す必要 があろう。あ るいは，悪行の限 りをつ くすスサノオノ ミコ ト
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が他方ではヤマタノオロチを退治するというモチーフを思い出して もよい。つまり，

われわれの悪童もこの世の闇の元凶となっているものをとり除 くことによって，文化

英雄的な行動をするのである。ただし，彼の“善行”は，毎 日，夜の後には日が昇ると

いう正常な状態が逆転された世界，夜がおわっても日が昇らぬという世界においての

みなされるのである。

　悪童の “善行”について，Ｇ６ｒ６９は欺かれてはならないとして次のように述べる。

日を隠 していた鳥を退治することによって，たしかに悪童は文化英雄であるかのよう

にみえる。人々は悪童を して文化英雄と見なしたからこそ，彼に謝礼をするのである

が，彼をして文化英雄とみなすことは大きな誤りだと Ｇ６ｒ６９はいう。悪童の “善行９９

は文化英雄としての行動なのではなく，む しろ，悪童はあらゆる意味において自分の

力よりまさる存在を認めることができず，自分に抵抗 しようとする者はすべて打ち負

かそうとする，そういった心性のなせ るわざなのであり，たまたまそれが社会にとっ

てはプラスになる方向で働いたにすぎないと解釈するのである ［Ｇ６Ｒ６Ｇ　１９８０：２８］。

つまり，誰も退治することのできない鳥という存在を，悪童の力に対する挑戦 とみて，

悪童はそのような挑戦に我慢ならず，たまたま退治するにすぎないと解釈するわけで

ある。

　 この解釈は一見正しいかのようにみえる。一見 というのは，それが悪童の論理とい

う側面だけにとどまったものであるからだ。論理の枠をより大 きな社会，あるいはひ

とつのまとまりをもった文化という次元に拡大した時，別の解釈が可能 となろう。

　 話がとぶようであるが，バルカン諸国において吸血鬼伝説が数多くあることは周知

の通りである。さて，セルビアにおいては吸血鬼を殺害する能力を生得そなえている

ダンピール，ｄｈａｍｐｉｒｅとよばれる子供がいるという６》。 ダンピールは吸血鬼が村 の

女と交わって生ませた私生児である。通常，私生児，とりわけ死んだはずの人間がな

り変 った姿である吸血鬼との死者交接によって生まれた私生児は，怪物 として忌避さ

れ，嫌悪と虐待の対象とされるが，ダ ンピールだけは例外である。なぜなら，世にあ

りとあらゆる人間のうちでひとりダ ンピールのみが父親＝吸血鬼を殺すことのできる

特異な能力をもっているか らである。そのためセルビア地方では，吸血鬼禍がある村

に蔓延 して，たまたまその村にダンピールであるとされる子供がいない時には，大枚

６） セ ル ビ アに お いて 吸血 鬼 を 退治 す る子供 が ｄｈａｍｐｉｒｅ とよ ばれ て い る と記 す の は種村 季弘 で

あ る が， 別 の著 者 に よ る とそ の子 供 の 呼称 は異 な ってい る。栗 原 はそ の よ うな能 力を も った子

供 は セ ル ビア やダ ル マ テ ィ ア地 方 で は ヴ ァム ピー ロヴ ィチ ， ｖａｍｐｉｒｏｖｉ６ｉと よば れ る と い う。

ま た ， ブル ガ リアで はそれ は ｖａｍｐｉｒｄ２ｉｉ，　ｄ２ｉｎｄｉｉｉ，　ｖｔｔｐｅｒａｒｉ，　ｖａｍｐｉｒａｄ２ｉｉ，９１０ｇｏｖｅな ど と よば

れ る とい う。栗 原 はユ ー ゴ ス ラヴ ィアに 住む ジ プ シーの あ い だ にお いて ，吸 血 鬼 の子 で 吸血 鬼

殺 しを業 とす る呪 術 師 が ｄｈａｍｐｉｒと よば れ る と述 べ て い る ｆ栗 原 　 １９８０：３６－３７］。

６３０



小川　 「悪童物語」の展開

の金子を もって近 隣の村 までダ ンピールを借 り受 けに行 き，手 厚い もて な しを して禍

いが去 るまで逗 留 して もらうのだ というのであ る ［種村　 １９７０：１１４］。 また，栗原 に

よると， このよ うな能 力を もった 人間は 「生涯悪臭を放 ち， 骨な し， 歯 な しの奇形

児 」であ るとされて いる ［栗原　１９８０：３６］。

　 バルカ ンにまで おもむいて筆者 が述べ ようとしてい るのは要す るに，私生児，つま

り通常の秩序体系 においては嫌悪 され，排除 され るマージナル な存 在者が，マ ージナ

ルであ るがゆえに一般人が もちえない能力 を持つ ということである。ダ ンピールのマ

ージナル性は吸血鬼 との交わ りによって生 まれたとされ る点 のみな らず，一生 の間，

悪臭を放 ち， さ らに骨な し，歯な しである ということで強調 されている。 この ような

子 こそ，一般人が 日常性 の中 にどっぷ りと身 をひた してい るがゆえに，見 る能 力を失

って しまっている社会の欠陥を見 ることができ， それを除去する ことがで きるのであ

る。

　 筆者 の考えで はわれわれ の悪童 とセル ビアのダ ンピール とは平 行 している。悪童，

およびダ ンピールのイメージは “正常人”を中心に して構築 された世界 を一度逆転 さ

せて，世界が多様 な側面で構成 されて いることを認識させ るための仕 組であるといえ

よう。 “正常人”だ けの世界 とい うのは， もしその ような世界が あるとす るな らば，

す くな くとも “お もしろ くない”のであ り，つ まるところうま くゆ くとは思えないの

であ る。 日が昇 らないという毒 を制するた めには，悪 童 という毒 こそが有効 であ るの

だ。先に，悪 童の “善行” は彼の論理 の一軍性 とい う点か らはひとつ の不備で あると

述べた。悪童個人の論理 という点か らは，彼 はあたか もうっか りして “善行”を な．し

て しまったかの如 くであ り， それ はや はり失敗 であろ う。 しか し， 「悪童物語」 とい

う説話 がひとつの論理的な流れを構 成す るもの とみるな らば， この “善行”の シー ン

は説話の全体的な構 成の中で不備 どころか， まさに効果的な場面であることが理解 さ

れ るのである。

３． 鍛冶屋 とふ い ごのモ チー フ

　先 にみたフルベ族の 「悪 童物語 」において は鍛冶屋， および鍛冶屋が用 いるふ いご

というモチーフは登 場 して いない。 しか し， Ｂａｍｂａｒａ 族や Ｄｏｇｏｎ 族 の 「悪 童物

語」をみ ると， ほ とんどの場合 ，鍛冶屋， そしてふ いごとい うモチー フが登場 してい

る。鍛冶屋， ふいごとい う要素 は道化 としての悪童を考 え る時， ひとつの有力な手が

か りとなるので ここで考察を加えておきた い。 まず， Ｂａｍｂａｒａ族のい くつか の 「悪

童物語」 において鍛冶屋，お よびふい ごがどういう形で登場す るのか見てお こう。
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　 もっとも単純 な形 での鍛冶屋の登場 は次 のようであ る。

　 「双子を生んだ両親 は，子供達 にお互 いのいうことを よく聞 くよう，かつ双子の兄

の方 は弟の方のい うことを よ く守 るよ う言 い，村か ら出てゆ くことをすすめた後，死

ぬ。両親 が死ぬ と村長 は双子の兄弟に村 を去 るよう命令 す る。あわれ に思 った老婆 が

彼 ら二人をか くま う。悪童は老婆 の子供二人を殺 した後，鍛冶屋 の家 におちつ く。悪童

は鍛冶屋 の性器を矢 で突 き刺す。村 人達が双 子兄弟を追 いか ける。」［Ｇ６Ｒ６Ｇ　ｌ９８０：

２３］

　 あるいは次のよ うな形で登場す る。

　 「（Ｂａｍｂａｒａ族 の男であ る）悪 童はフル ベの男 に出会 い， フルベの男 の牛 の世 話

をする ことを申し出る。牛群の管理をまか された悪童 は牛の眼玉 を くり抜 き，それを

料理 してフルベの男に食べ させ る。 フルベの男は怒 って悪童を追いかける。悪童は逃

げる途 中，鍛冶屋 に出会 い，鍛冶屋の仕事 を手伝 うかわ りにフルベの男 の追跡か ら守

って くれるよう頼む。 こうして鍛冶屋の家におちつ いた悪童 は鍛 冶屋 が眠 りこんだす

きに，鍛冶屋 のふ ぐりに赤 く熱 した鉄の棒を突 きさす。鍛冶屋 は怒 って悪童を追いか

ける。」［Ｇ６Ｒ６Ｇ　 ｌ９８０：３４］

　 ここで鍛冶屋 とそのふ ぐり （陰嚢）が登場 しているが，次 の話をみ るとふい ごも登

場す る。

　 「悪 童 とその兄 は鍛冶屋 の親分 の家 にた ど りつ く。悪童が鍛冶屋 にい う。 『神がわ

れわれ兄弟 をおつ くりにな って以来，われわれは鍛冶場 のふいごの吹 き方を知 って い

ます よ。』鍛冶屋 は答える。　 『よ しわか った。ではここでふ いごを吹いてみ ろ』』 悪

童 はいった。 『もし眠 くな った ら横 にな って寝て もいいよ。』　鍛冶屋の親分 は寝込ん

で しま った。悪童 はその兄 に言 った。 『この鉄の棒 を赤 く熱 して，鍛冶屋 の親分 の尻

（肛門） に突 き刺 してや ろう。』兄 は答えた。『そんな ことを した ら，鍛冶屋 の親分 は

僕 らを殺 して しまうよ。』悪童 はいった。「兄 さん，お母 さん は遺言で，僕達二人 は決

して言 い争 ってはな らないとい った じゃないか。』兄 は答えた。『よ しわか った。 じゃ

あ刺 した らいい。』 悪童 は鉄の棒 を真赤 に熱す ると鍛冶屋 の親分の尻 に突 き刺 した。

鍛冶屋 は叫び声をあげるとめ く．らめ っぽ うに走 りだ した。」［Ｇ６Ｒ６Ｇ　 ｌ９８０：６５］

　 もうひ とつの類話をみてみよ う。や はり Ｂａｍｂａｒａ族 か らの ものであ る。

　 「（フル ベの男 に追いかけ られた）悪童は鍛冶屋 に会 い，言 う。「エ ッ！　 鍛冶屋 さ

ん よ。 フルベの男 に追 いか けられているんだ。ふい ごを吹 いてや るか らか くま って く

れ よ。』鍛冶屋 は鉄の棒を赤 く，赤 く熱 して言 った 。『フル ベの男め，来 るな ら来 い。

わ しが この鉄棒 を胃の腋に突 き刺 してや る。』 フルベの男 は逃 げ去 った。
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　悪童 はふ いごを吹いた。 フバ， フバ， フバ。鍛冶屋 は眠 り込 んで しまった。 ふ ぐり

がはみだ して いた。悪 童は赤 く熱 した鉄 の棒 をとりあげ ると，鍛冶屋のふ ぐりに突 き

刺 した。 そ して悪 童 は逃 げた。逃げ る途中， フルベの男 に会い，つかまえ られ る。 フ

ルベの男 は悪童を鍛冶屋 の家 につれ もどす。鍛冶屋 は言 った。 『フル ベの男 よ， こい

つはわ しにまかせて くれ。 この悪童を焼 き殺 してやる。』 鍛冶屋は悪童 を小屋の中 に

と じ添 めた。 鍛冶屋の息子 が小屋の前 を 通 りかか った。 悪童 はその 息子 に言 った。

『この小屋 の中にいいものがあるよ。 戸をあ けて くれた らそれを見せてやるよ。』 鍛

冶屋の息子 は戸 を開 けた。悪 童は外 にとびで ると， かわ りに鍛冶屋の息子をと じ込 め

た。鍛冶屋 は小屋 に火をつけた。 息子が叫んだ。 『父ち ゃん，僕だ よ， 僕だ よ。』鍛

冶屋はい った。『このロクデ ナシめ，お前 がわ しの息子なんかである ものか 。』鍛 冶屋

は息子を焼 き殺 して しま った。悪童 は逃 げた。」［Ｇ６Ｒ６Ｇ　ｌ９８０：６６］

　上記の類話 では窮地 におちいった悪童が策略を用 いて， 自分 の代 りに鍛冶屋 の息子

を殺 してい る。先にみた 「親指小僧」 のや り方 と同 じモチーフが登場 して いることに

も注意 してお こう。

　 引用が長 くなるが， 最後 にもうひ とつ の話をみてお く。 Ｄ．　Ｐａｕｌｍｅ によってマ リ

国の Ｓａｎｇａで採録 された ものであ る。つ まり，　Ｄｏｇｏｎ族か らの 「悪童物語」であ る

が，Ｂａｍｂａｒａ族 と Ｄｏｇｏｎ族 は近接 して居住す るのみな らず， ともに Ｍ ａｎｄ６ とい

われ るグループに属 している ［ｃｆ．　ＢＲＡｓｓＥｕＲ　ａｎｄ　ＬＥ　ＭｏＡＬ　 ｌ９６３：１１－１３］。 両部

族 と もイニ シエー ションの秘儀体系を高度 に発達 させてい ることで知 られてお り，特

に本稿で これか ら問題 とする鍛冶屋 とそのふ いごに関 して は相似 する象徴認識を して

い ることか らして ［ＳＥＹＤｏｕ　ｌ９８０ｂ：２２３］，　Ｂａｍｂａｒａ と Ｄｏｇｏｎ という部族の違 い

は問題 としな くて よい。

　 「鍛冶屋が鍛冶仕事を していた。悪童 は彼の ところにゆ くと，仕事 を手伝 うとい っ

た。鍛冶屋 はふ ぐりがふ くれ る病気 （陰嚢水瘤） にかか っていた。鍛冶屋 は横 になっ

て眠 った。悪童 は矢の先を赤 く熱す ると，それで鍛冶屋のふ くれたふ ぐりを突 き刺 し

た。そ して悪童 は兄 と一緒 に逃 げ出 した。」［ＳＥＹＤｏｕ　 ｌ９８０ａ：７５］

　 上記 の五つ の例を見ておけば，筆者が これか ら述べ よ うと してい る論の展開 には充

分であ る。 まず確認 しておかなけれ ばな らない ことは鍛冶屋がその仕 事をする鍛冶場

の炉が，Ｂａｍｂａｒａ族，　Ｄｏｇｏｎ族の象徴的認識の次元において は男性性器 にたとえ ら

れ るとい うことで ある。炉 は鉱石 を金属 に変え る場であ り，象徴認識の次元では新 し

い “世代 ”を生 みだす性器 に等 しい ものと して とらえ られ る。金属を とかするつ ぼが

子宮 （女性牲器） であるとす ると，皮 の袋であ るふい ごは睾丸を包む陰嚢 にた とえ ら
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図 ２　 アフリカでみられるふいごの一つのタイプ

れ，風を送 り出すふ いごの筒 の部分 はペニスにた とえ られ る （図 ２参照）。 Ｂａｍｂａｒａ

族の儀礼結社 のひとつ κρプε においてなされ る教育の中で上記 の事項が教え られ るの

であ る。そこで はふ いごはまず “皮”で あることが確認 され，つ いで，“風，牡ヤギ，

呼吸，人間 の男性性器”へ と象徴 の枠 は発 展 させ られている。 さらに，鍛冶場 にまつ

わ る七つの禁忌 があ り，その禁忌 を破 ると，鍛冶屋の男性 と しての機能 に障害 をきた

す と考 え られて いる。なぜ な ら，「ふ いごは鍛冶屋 の睾丸」で あるか らなのである。つ

ま り， ふいごは直接， 鍛冶屋の睾丸 （陰嚢） にたとえ られ ているのであ る ［ＳＥＹＤＯＵ

ｌ９８０ｂ：２２３］ｏ

　Ｄｏｇｏｎ族のひ とつの 「悪童物語」において，鍛冶屋は陰嚢水瘤 にかか り，ふ くれ た

ふ ぐりをみせて いた。この点 につ いて も Ｓｅｙｄｏｕ は重要 な指摘を している。Ｂａｍｂａｒａ

族においては有能 なる鍛冶屋 は職業病 と して陰嚢水瘤 にかか るものであ り，ふ くれ た

ふ ぐりを して いるものだ と信 じられてい るとい うのであ る。そ して， この陰嚢水瘤 は

「発 話において， そ して知識 に関 しての遠 慮のなさ」 の印で あるとされる。人 々は，

鍛冶屋 とい うものは言葉 を慎む ことを知 らぬ人間 であるが，彼のい うことは真実で も

あ るという ［ＳＥＹＤｏｕ　 １９８０ｂ：２２４］。鍛冶屋 は一方で は蔑視 され る存在 ではあるが，

同時に恐れ られ る存 在で もあるとい う鍛冶屋 の もつ両義性が ここに示 されて いるが，
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それについては後 に述べ る。要 するに鍛冶屋に不可欠 のふいごがふ ぐりにつ らな り，

さ らに陰嚢水瘤 につ らなっている こと。一方，ふい ごは “風，呼吸” につ らな り， そ

こか ら発 話における慎 みのなさにつ らな ってい ることに注意 してお こう。

　 さて，ふい ごに関す る上記の ような Ｂａｍｂａｒａ族，お よび Ｄｏ９０１１族 の象徴思考 は，

実 は彼 らだ けの ものではな く，かな り普遍的 なものであ るらしいことをわれわれは知

る ことになる。

　道化 を意味す る英語 の ｆｏｏ１はふい ごに関連 して いる。 ウィル フォー ドの記述を 引
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふいご

用 しておこう。 「『フール』 という語の最 も普通 に知 られ る派生 関係 は， 『鞘 ・風袋』

を意味するラテ ン語の ‘Ｃｆｏｌｌｉｓ” か ら来た とす る ものであ る。 その口にする言葉 が 意

味 もない，風みたいな ものという点で，フールは確 かに鞘 に似てい る。ラテ ン語 ｆｏｌｌｉｓ

の複数 ｆｏｌｌｅｓは 『ふ くらませ た頬』を意味す るところか ら， （…）た ちまちに転 化 し

てジ ェスターを意味す るようにな った。 こうした派 生関係を考 え併せてみ ると， フー

ル とは， 渋面 をつ くるとい ったさまざまな愚かな素振 りと行動に出る存 在 で， 彼の

言 うことには意味がないのだ， といった ことが言 え そ う で あ る。」［ウィル フォー ド

１９８３：３７］さ らにウィルフォー ドは辞書編纂家 アーネス ト・ウィーク リーを 引用 して，

ｆｏｏｌという語が派生 して きた ラテ ン語 ｆｏｌｌｉｓ，つ まりふい ごが陰嚢 という意味 を も も

つ ことを記 して いる ［ウィル フォー ド　 １９８３：３８］。 一方， 高橋康也 は ふ い ご と は

「風 を作 り送 り出す もの」で あるが，比喩的 には 「大言壮語す る人物 」，「お しゃべ り」

の ことであると述べている ［高橋　 １９８０：１５４］。 ところが風は実体 のない 「よ しな し

ごと」であ り， 内容のない 「お しゃべ り」であ るが，同時 に風は息で もある。息 はす

なわ ち生命 につ なが っている。 このように風 は 「よ しな しごと」であ る と 同時 に，

「息 ＝生命」 を象徴す るもの として相反的内容 を もつ ものなのである。 そのことか ら

高橋 は，風 と等置 され るふいご＝道化 も破壊 と創造 の両義性を もった もの と して登場

す ることを説 いて いる ［高橋 　１９８０：１５５］。 こうい った事情をふま え て， われわれ

は風が もつ両義性，風をつ くりだすふい ご （一道化）の もつ両義的側面 を理解 す るの

で ある （ウィル フォー ドの書の後半 につ けられた高 山宏の手になる解説 も参照の こと，

［ウィルフォー ド　１ｇ８３；３５９］）。

　 この ような記述を経て， われわれは先 に述べた Ｓｅｙｄｏｕ による Ｂａｍｂａｒａ族 およ

び Ｄｏｇｏｎ族で の鍛冶屋，ふ いごの説 明が，ふ いご一道化 の論理 の展開 とまさに平 行

的 なものである ことを理解するのであ る。 しか し， Ｓｅｙｄｏｕ は鍛冶屋が言葉を慎 む こ

とを知 らぬ人間であ り，同時に，彼 の言 うことは真実で もあ るとい う，鍛冶屋の もつ

両面価値 に気 づきなが ら，そ こか らふい ご＝道化論 にまで は展開 して いない。われわ
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れ の論理の展 開を もう一度 まとめてお くと次の ようになる。Ｂａｍｂａｒａ－Ｄｏｇｏｎ文 化の

コ ンテ キス トにお ける展開 は次 の通 りであ る。

ふいご→ふぐり→陰嚢水瘤５鍛冶屋く
ｒ発話 にお ける慎 みのなさ。

真実を いう。

他方，道化の語源を探索 して得 られた論理の展開は次の通りである。

ふ い ご → 風 一 ・

，実体 のなさ

憶 ＝生命 ＝実体

道化

この二つの論理の系列をかさねあわせると，われわれは鍛冶屋のもつ両面性 （慎みを

知らない者として蔑視されると同時に，真実をいう者として畏怖される）と，道化の

もつ両面性 （風のようなよしなしごとをいう者であると同時に，生命という生きた人

間の根幹を象徴する） とは，相対応するものであることを知る。つまるところ，鍛冶

屋＝道化という構造を得 るのである。

　 ここまできたところで，われわれの 「悪童物語」の展開の論理には破綻をきたした

のではないかと疑義をさしはさまれるか もしれない。つまり，われわれは悪童をこそ

道化であると考えているのであって，物語の途中において挿話的に登場するにすぎな

い鍛冶屋に道化役をうばわれるのは奇妙に思える。たしかにこの挿話は 「悪童物語」

が Ｂａｍｂａｒａ 族を起源 とするのではないかと推定する際の有力な要因となっている

（６１９頁の記述を参照）。 しかし，その挿話のために，本来の道化としての悪童の役割

を鍛冶屋にうばわれるのは本末転倒というほかない。

　 しか し，この挿話はやはりわれわれの論理にとって有効に働いているのである。な

ぜな らば鍛冶屋にまつわる挿話のいずれをみても，悪童は鍛冶屋のふぐりを突き刺し

ているのである。つまり，ふ ぐりを突き刺すことによって，悪童は鍛冶屋の生殖能力

者としての機能にダメージを与えると同時に，ふぐり＝ふいごであることを思いおこ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　の　　　の　　　　　　　　

せば，悪童は鍛冶屋の道化としての機能にも決定的なダメージを与えているのである。

物語における論理の一貫性という点からして，悪童は自分以外の道化の存在を認める

わけにはゆかない。鍛冶屋というもう一人の道化を登場させることによって，二人の

道化 （悪童と鍛冶屋）の間に緊張を生 じさせ，その後，本来の道化 （悪童）に挿話的

道化 （鍛冶屋）のふ ぐりを突き刺させるという，まさに道化的行為をもって緊張を弛

緩させるとは完壁なほどの演出ではないか。

　悪童が鍛冶屋のふぐりを突き刺すことに関 して，Ｓｅｙｄｏｕはこれを鍛冶屋の生殖能

力に障害を与えると理解するよりも，むしろ鍛冶屋の職業的機能に障害を与える行為

であると解釈すべきであると指摘 している点は大変正 しい ［ＳＥＹＤｏｕ　ｌ９８０ｂ：２２４］。
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しか しなが ら，彼女 は鍛冶屋を，あるいは悪童 その ものを も，道化 と して とらえよ う

とは しなか っただけであ る。

　先 にジ悪童が 日の昇 らぬ村 にた どりついた後，太陽を隠 していた鳥を退治す るとい

うモチーフを解釈 した。 その中で，Ｇ６ｒ６９ は悪童 の “善行”は文化英雄的行為 と解釈

され るべ きで はない と述べて いることを記 しておいた。彼 女の解釈 によれば，悪童は

あ らゆる意味 において自分 の力 よりま さる存在 を認 めることがで きず， 自分 に抵抗 し

ようとする者 はすべて打 ち負かす とい う心性のなせ るわ ざなのであ るとい う。その解

釈が一面 の真理を述べ るもので しかない ことはすでに記 した。 Ｇ６ｒ６９の言説 は， む

しろ鍛冶屋 の挿話 についてなされ るべ きだ ったのである。悪童 は， その存在 （有 り様）

自体が道化的 である鍛冶屋 を打 ち負かす ことに よって， より一層 強力な道化性を身 に

つ けるのである。

　 この節 をおわる前 に， 上に述べた ような重要なモチーフで あるべ き鍛 冶屋 の挿話が，

われわれのフル ベ族での話 において は欠落 してい る点 につ いて簡単 な考 察を加 えてお

こう。たまたま筆者が採録 した説話 にお いてのみ，鍛冶屋 のモチー フが欠落 している

のであれば，それはあるい は話者 の単 なる 「言 い忘れ」 とい った個人的な理 由に帰せ

られ るか もしれない。 しか し，単 なる言 い落 しではあるまいと考 え る根拠 があ るので

ある。

　Ｇ６ｒ６９を はじめとす る ５人の フランス人著者 による Ｈ．　Ｅ．Ｔ・には，最後の部分に

西 アフ リカの 「悪 童物語」 のア ンソロジーがつ け られてい る。そこにおいて，フルベ

族か らの 「悪童物語」が ５話のせ られている （筆者が本稿 に示 した物語 も ５話の うち

のひ とつ にな ってい る）。 そして， これ らフルベ族か らの五つの 「悪童物語」 いずれ

において も鍛冶屋のモチーフはない。 この点 につ いて，Ｓｅｙｄｏｕは， 彼女 自身が１９７７

年， マ リ国の Ｍ ｏｐｔｉにおいて採録 した物語 は， 「悪童物語」 として典 型的 なものの

ひ とつで あ り，かつ，Ｂａｍｂａｒａ族での物語 によ く似て いることを述べ なが ら，　 しか

し， フル ベ族の他の ４話 同様，鍛冶屋のモチーフは欠落 してい る点 に注 意を喚起 して

い る ［ＳＥＹＤｏｕ　 ｌ９８０ｂ：２７９］。ただ し，欠落 の理由 について考察 は加 えて いない。

　Ｈ．Ｅ Ｔ．のア ンソロジーに収録 されているフルベ族か らの 「悪童物語」 ５話 は，

セネガル， マ リ，ニ ジェール， ナイジェ リア， カメル ー ンにおいて採録 された もので

あり，西 ア フリカのサヘル地域 に分散 して暮 らすフル ベ族を よ くカバー している。 こ

れ ら５話 ともに，鍛冶屋の挿話 が欠落 してい る以 上， この欠落 はフルベ文 化の特質 と

何 らかの関連を もってい ると考 えるのが 自然であろ う。

　 フルベ族 はい うまで もな く西 アフ リカ最大の牛牧畜民 である。西 はセネガル か ら，
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東 のチ ャド， カメルー ン，スーダ ンにまで及 ぶ広域 に分散す る彼 らのほ とんどは現在，

半農 半牧 の生活を して いる。つま り， ３～ ４カ月 の雨季 には トウジ ンビエや ソルガム

などの耕作 もおこな うが，彼 らの生活 の基盤 は何 とい って も牛牧畜 である。彼 らにと

って最大 の価値 は牛であ り，た とえば彼 らの色彩語彙 も牛の体色 と関連があることは

すでに発表 した ［小川　 １９８２］。 彼 らの 「悪 童物語」 において， 鍛冶屋 のモチ ーフが

欠落 す るとい うことは，フルベ族の伝統的生業であ る牧畜 と関連 していよ う。

　西 アフ リカの多 くの社会 においては，一般 に 「カース ト」制 と称 される専 門職人集

団が形成 されて いる？）。 木工，皮細工，鉄鍛冶，機織， そ して部族の歴史伝承 と して

の語 りなどをおこな う専門職集団 である。 フルベ族 自身 は伝統的 に牧畜 にたず さわ り，

自分達 みず か ら上記の ような 「産業」製品をつ くりだす ことはせず，各種専 門職集団

をみずか らの社会 に内包，あるいは彼 らと共存 す ることによ って生活を成 り立たせて

い る。牧畜 を旨とす るフルベ族 に とって もっとも重要 な職入集団 は木工師達である。

木工 師の ことを フルベ語で ｌａｏ６ｅ（単数形，　ｌａｏ又 は ｌａωａ） という。 フルベ族 にとっ

て農耕 は二次的 な ものであ り，鉄製 のクワな どの農 具 も二次的必要品である。そのこ

とは彼 らが用 いるクワな どを表す語ｉ彙が農耕民か らの借用語で あることをみて もわか

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くつわ　あぶみ

る。た しかに， フルベ族 も轡 や鐙 とい った馬具 と しての鉄製 品，ナ イフなど武器 と し

ての鉄製 品を用 いて はいるが，いずれ も生計 の根 幹に係 る もので はない。 ところが木

製品な しには彼 らの牧畜 は成 り立たないので ある。つま り，牛や羊の乳を しぼ り入 れ

る容器， しぼ った牛乳をた くわえ，数 日ねかせて酸乳 をつ くるた めの容器，そ して，

食事 をす る時 に用 いる容器などのすべてが木製品であ る。 もちろん，穀物を掲 くたあ

の杵 や臼が木製 品で あることはいうまで もない し， また，最近で は金属のタ ライに と

って代 られつつ あるが， 家畜 に水を飲 ませ るための容器 （ｍｂａｌｋａ とい う） も 木製 品

なのであ る。 このよ うな木製品 を作 るのが ｔａｏｂｅであ る。特 に，牛乳の搾乳 時に用 い

る容器 ６ｉｒｄｔｔｇａｌ，および，牛乳を貯え るための種 々の容器 （一般 に，　ｌａ’α１／（ｐｌ．）ｌｅ’ｅと

いうが，用 途に応 じて，ん吻吻ｇαＺ／（ｐｌ．）ｋｕＵｔｉｒｄｅ，　Ｐｅｔｎｄｉｒｇａｌ／（ｐＬ）Ｐｅｔｎｄｉｒｄｅな どと細分

されてい る） は現在で も必ず木製品である。現 在で は，フル ベ族 はこれ らの容器取得

にあた って， ｌａｏ６ｅに代金 を支払 ってい るが， かつて は ｌａｏ６ｅが木製品をフルベに 与

え るかわ りに， フルベ は ｔａｏ６ｅに牛乳を与えるという形で緊 密 な共生関係 にあ った。

ｌａｅ６ｅは牛乳に関する容器 を実際 に製作するのみで な く， フルベ族 の牛 の乳生産 に魔

術的 な力をおよぼす と考 え られていた。 その考え は今 で も残 って お り， フルベ族 が

７）この部分の記述は筆者が調査したセネガルの フルベ族，Ｊｅｎｎｇｅｌｆｉｅに主として係るものであ

　 ることを註記しておく。
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ｌａｏ６ｅか ら乳用 の容器を購入す る際，値 段の交渉 がまとまると，　ｔａｏ　６ｅの女が容器のふ

ちを こす りなが ら， この容器に常 に多 くの乳 があふれ るよ うに， という呪文を となえ

た後，手渡 すので ある ［ｃｆ．　ＧＡＤＥＮ　 ｌ９３１：３２０］。

　 また， フル ベ族 とｌａｏ６ｅ，および伝承 をおこなう語部 （ｂａｍｂａａｄｏ／（ｐｌ．）ｗａｍｂａａ６ｅ）に

関す る起源伝説 も多 く語 られてい るが， その中で， ｌａｏ６ｅが長男， フルベ は次男，語

部 は三男 として語 られて いる ［小川　 １９７９］。 要 するに， フルベ族に とって， 牧畜 と

いうその生業か らして木工師集団が もっとも重要 なのである。先 に述べ たよ うに，彼

らにと って鉄製品は二次的必要品であ り， したが って鍛冶屋 との関係 も二次 的になる。

そのことが フルベ族 の 「悪童物語」におけ る鍛冶屋 のモチー フの欠落 と関連 して いる

と考 え られ るのである。

皿． 結 語

　前章での展開において，悪童の性格 はかな り明確 にな って きた と思 う。最後 に，わ

れわれの悪 童をアフ リカ説話 にお いて一般に トリックスターといわれ る人物， あるい

は 日本 にお ける 「きっち ょん」， ヨーロ ッパ の魔女 などと比較検討す ることによって，

われわれ の考 察を もう一歩進 めてみ よう。

　Ｈ．Ｅ．Ｔ．は西ア フ リカの諸部 族に分布す る 「悪童物語」５５話を分析 した結 果 の 一

書である。 「悪 童物語」各 々の結末部分についてみる と， ５５の類話 においてい くつか

のヴ ァ リエー一一シ ョンがみ られ る と い う。 Ｈ．　Ｅ．　Ｔ．の結論部を担当 した Ｇｅｎｅｖｉさｖｅ

Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅが まとめた結果をみ ると次の ようであ る。５５話 中， もっとも多 くの

ものは，Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅの用語 によれば，社会的結末 を もって終 る。社会 的結末 と

は，悪童 が水を ひとり占めに して いた龍や，太陽を隠 していた鳥を退治す るとい う形

で，要するに社会 にとってプ ラス となる行為をす ることによ って物語 自体を終 結 させ

るというものである。 あるい は，悪童 が多大 の富を集め るとい った社会的成功 を示す

もの も， この社会的結末 とい うグル ープ にいれ られている。５５話 中，１６話が この よう

な結末 を もって終 るというか ら，約三分 の一 に近 い数であ る。

　次 に多いのが， やは り Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅ．の用語 でい うところの宇宙的結末 を示 す

ものであ る。 ここでは，悪童 とその兄 は天 に昇 り，一方 は稲光 に，他方 は雷鳴 に，あ

るいは激 しい雨 とやさ しい雨 というような相補的 な気象現 象にな った と説明 されて い

る。宇宙的結末 を示す もの は５５話中， １５話 とな って いる。その他，結末 において悪 童

は死んで しま うとい うものが ８話，あ るいは，大 きな笑 い声を残 したままどこへ とも
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な く消 えてい って しま うとい うものが ４話あ る。その他 の１２話 は，結末部を欠 くもの

であ るとい う８）［ＣＡＬＡＭＥ－ＧＲＩＡｕＬＥ　ｌ９８０：２４５－２４６］。

　 われわれ が考察の対象 としてきた道化 （トリックスター） としての悪童 は，その徹

底 した反社会性 とい う点 で， これ まで紹介 され てきた世界各地 の トリックスター とは

いささか異な っているのか もしれない。 ここで，すで にわれわれが知 ってい る トリッ

クスターの幾人か と比較 してみた い。

　 まず，ア フ リカにつ いて みると，そ こで一般 に トリックスターと解釈 されている主

人公 は一群 の動物説話 にお ける登場人物で ある。地域 によ って異 なるが，それは野兎

で あった り，クモで あ った り，あ るいは亀で あ った りす る。いずれ も，肉体的にはク

モのように小 さい もので あるか，野兎 のよ うにか弱 そうにみえる ものであ った り
， あ

るいは亀のよ うにのろまで愚鈍そ うにみえる。つ まり，外形 的には負の価値を与 え ら

れやすい とい う点で一致 してい る。 こうい った動物 が，雄弁，策略，狡智 といった手

段を弄 して，ハ イエナ， ライオ ン，象 とい った強力 にして強欲 な相手を打ち負かす と

いう物語 が多 い。 こうい った トリックスターが用 いる狡智，策略 はなまやさ しい もの

で はな く，欺隔，裏切 り的な行為 も平気でお こな う。ザ ンデ族での トリックスター，

Ｔｕｒｅ （クモ） につ いて，　Ｅｖａｎｓ－Ｐｒｉｔｃｈａｒｄが言 うように， 彼は， 嘘つ き， ペテ ン野

郎，搾取者，人殺 し， 見栄 っぱ り， 強欲， 裏切 り， 忘恩， 臆病 ， 大ぼ ら吹きといっ

た，ザ ンデ の大人が子供に してはな らないとい う背徳 的行為を一身 に集 め る者で さえ

あ る９）［ＥｖＡＮｓ－ＰＲＩＴｃＨＡＲＤ　 ｌ９６７：２８］。 しか し，同時 に忘れてはな らない ことは，

８）先 に記 した よ うに ，本 稿 で の分 析 の 材料 に した フル ベ族 Ｊｅｎｎ．・ｅｔ６ｅク ラ ンか らの 「悪 童 物語 」

も Ｈ・Ｅ・Ｔ・中の ア ンソ ロ ジー に加 え られて い る。 つ ま り，Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅがい うと ころ の５５

の 類話 中の ひ とつ に な って い る はず で あ る 。ＪｅｎｎｇｅｌＳｅで の 物語 の 結 末 は，悪 童 は社 会 的， あ る

い は宇 宙 的結 末 もむ かえ ず ， か と い って 死 に もせ ず ，消 え 去 りも して い な い。逆 に ，村 の人 々

を 散 り散 りにす る とい う 「破 壊」 に徹 して い る。 Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒ三ａｕｌｅ の分 類 に よ る と，　 Ｊｅｎｎｇｅｌ６ｅ

の 「悪 童 物語 」 は結 末 を欠 くとい うグ ルー プ に入 れ られて い るよ うで あ る が， 徹 底 的な 破 壊 を

も って 物 語 を終 結 させ る こ とが ，結 末 の 欠如 で あ る と見 な す理 由 はな い 。Ｊｅｎｎｇｅｌ６ｅの 物語 も，

ひ とつ の完 結 した もの と見 な して少 しも 不都 合 はな い 。 Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅ の分 類 自体 ， 再 検 討

の 余地 があ ろ う。

９）本 稿 ， 序 論 にお いて も触 れ て お いた が ，Ｈ ．Ｅ．Ｔ．の ５人 の著 者 はい ず れ も悪 童 を トリ ックス

タ ー と平 行す る もの とは見 な い と い う点 で一 致 して い る。 ま た ， ま った く別 の コ ンテ キ ス トに

お いて ， Ｐａｕｌｍｅ も悪 童 につ いて 触 れ ， そ の行 動 は不可 解 で あ る と して ， トリ ックスタ ー とは

異 な る存 在 とみな して い る ［ＰＡｕＬＭＥ　 １９６１：４２－４３，１９７６：２２３］。　Ｈ ．　Ｅ．　Ｔ，の結 論部 を 担 当 し

た Ｃａｌａｍｅ・Ｇｒｉａｕｌｅが述 べ て い る ことで あ る が， 彼女 らは トリックス タ ー とい う言 葉 を ア フ リ

カの動 物 説話 に登 場す る主 人公 に限 定 して しま って い るよ うな の で あ る。 Ｃａｌａｍｅ－Ｇｒｉａｕｌｅ は

トリ ックス タ ー と何 らかの 類 同性 をみ せて い るの は む しろ 「（悪 ） 賢 い子 供 」，つ ま り 「親 指 小

僧 」 に類 す る人 物 で あ り， 悪 童 で はな い と して い る 。そ の 上で ， 彼女 は 「悪 童物 語 」 は成 人 儀

礼 にお い て な され る教 育 内 容 （ｉａ　ＣＯｎｎａｉＳＳａｎＣｅ　ｉｎｉｔｉａｔｉｑＵｅ）の次 元 で解 釈 され るべ き もの で あ る

とい う。 秘儀 体 系 の最 高 位 に達 した人 には ，常 に 物事 の裏 面 が みえ るので あ り， さか しま性 が

許 され る。「悪 童 物語 」 にお い て は，社 会 に あ るあ らゆ る種 類 の悪 の 形 を示 す こと によ って，逆

に それ が カ タ ラ イザ ー， あ る い は刺 激剤 とな って 機 能 して い るの だ とい うの で あ る ［ＣＡＬＡＭＥ・

ＧＲＩＡｕＬＥ　 ｌ９８０：２４７－２４８］。わ れ わ れ が理 解 して い る トリ ックス タ ー とは， ま さ に この よ うな
カ タ ラ イザ ー と して機 能 しうる者 で あ るはず な の に ，な ぜ 彼女 は悪 童 を トリック スタ ー とみ な

す こ とを 拒 否す るの か不 可 解 とい うほか な い。
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た とえばザ ンデ族 にお ける Ｔｕｒｅは人間界 に火，水，食料 などを もた らしたとされて

いることである。 あるいは野兎 は人間 に鍛冶の技 術を教 えた ［山ロ　 １９７１：１００］，と

され るように， こうい った トリックスターは人間が生 きてゆ く上で不可欠の物 質や技

術知識を もた らしたと もされ るように，彼 は文化英 雄 としての位 置を もってい るので

ある。

　一方， ヨルバ族や フォン族の文化圏 におけ る擾乱の神， エシュ＝エレグバ も悪意 と

争いの張本人， この世 にお ける不平，争 いの絶 えざ る煽動者であ ると見なされ ている。

しか し同時に， この神 も太陽を この世 に もた らし，椋欄椰子を この世界 に もた らし，

海神祭祀 において司祭 が使 うビーズを も彼が持参 した とされるように，やは り文 化英

雄 と しての側面を もった存在なのである ［山口　 １９７１：１３１－－１３２］。

　 一方， ラデ ィンによ ってあまね く知 られた存在 であるア メ リカ ・イ ンデ ィア ン諸族

における トリックス ター も動物で あることが多い。わ たり鴉 ，コ ヨーテ， あるいは兎

な どであ る。ウィネバ ゴ族 におけ る トリックスターはワクジュンカガ とよばれてお り，

これ は 「手 ぎわのよいやつ」を意味す るとい う Ｌラデ ィン他　 １９７４：１８２］。ワ クジュ

ンカガの物語は実 に長大 なものであ る。その物語 において，は じめ，彼 は反社会的で，

「倫理的 な価値は少 しも存在 して いない」 ［ラデ ィ ン他 　１９７４：１８４］ように描かれて

いるが， その後，長 い物語 の中で彼 は少 しずつ社会化 されてゆ くよ うで ある。た とえ

ば彼 は， なぜ 自分が愚か者 とよばれるのか意識 す るよ うになる し，あ るいは肉体的に

自己分裂 していた 自分を統合 しは じめる （自分の尻 に火 をつ けて，それが熱 い と知 る，

あるいは，箱 にいれて もって いた長大なペニ スが普通の大 きさになり，あ るべ き場所

におちつ く）。 そ して， 物語の結末部分 において， ワクジュ ンカガ は 「人び とを苦 し

めている ものをみな殺 して は食べ」，「おれは この地球へ，まずい ところを直 しにや っ

て来た」とさえ いう。要す るに， われわれ は半ば神格化 された ワクジュ ンカガを見 る

に至 るのである ［ラデ ィ ン他 　１９７４：１５－８１］。その点 に関 して，ユ ングは次 のよ うに

述べてい るご 「文明化の過程 は，　 トリックスター物語それ自身の中 に始 ま ってお り，

それ によって， もとの状態が克服 され ることを明 らかに示 して いる。深層 の無 意識 の

しる しは彼か ら消 え去 り，残忍，野蛮 ，愚鈍，無分別な行動のか わ りに，物語の終 り

に近づ くと， トリックスターは有益で分別のあ る 行動をと り始 める。」 ［ラデ ィン他

１９７４：２７０］

　 ユ ングが ウィネバゴ族の長大な トリックス ター物語 を もって，文明化の過程 とみな

して いるように，北米 インデ ィア ン諸族 における トリックスター もや はり文 化英雄 的

な存在者 なのであ る。
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　 フルベ族， Ｊｅｎｎｇｅｌ６ｅクラ ンにおいて採録 され， 本稿での分析 の対象 とな ってい る

「悪童物語 」の悪童 は終始 一貫， さか しま行為 をなす 。物語の結末 において，彼 はつ

いに村 の人 々を散 り散 りに させ て しまう。徹底 した反社会的人物 のイメージに終始 す

るのであ る。 この物語 の舞台 に限 ってみた場合，悪 童は文化英雄で はない。 それに も

かかわ らず， われわれはこの悪童 を道化， トリックスターとみ な して きた。 なぜな ら

ば，悪童の行為 は演技 としての行為で あ って，現実 の もので はな いことをわれわれ も，

あるいはフルベ族の人々 も知 ってい るか らであ る。だか らこそ， この種の物語， いや

悪童 その もの も何か しら憎 めない存在 として人 々に好 まれ るの で あ る ［ｃ£　ＰＡＵＬＭＥ

ｌ９６１：４３；ＣＡＬＡＭＥ－ＧＲＩＡＵＬＥ　 ｌ９８０：２４１］。 道 化の演技 は， それが実際に 日常世界

に もち込まれればただちに犯罪を構 成する ものであ る。 しか し， その反社会性 が強烈

であれば あるほ ど，かえ って社会の 肖像を明 らか に照 らし出す とい う性格を もった も

のなのだ ［山口　 １９７５ｂ：３４３－３４４］。

　 ちなみ に， 日本での類話 のひとつ と考 え られ，一般 に 「きっち ょん もの」 とい う名

で知 られ る話をみてみよう。 きっち ょん ものは北九州，豊前，豊後 に多 く伝わ る一群

の話で ある。 き っち ょんとは 「吉右衛門」 とい う名に由来 してい るよ うで あるが，要

す るに 「極端 に狡滑な話，又 は馬鹿 馬鹿 しく愚か な話」の類であ る。と ころが， きっ

ち ょん （吉右衛門） という人名が冠せ られてい るように，あたか もそ ういう人物 が実

在 するか の如 く語 られ， それだ けよけいに人 々はき っち ょん ものを好 むのであ る。豊

前 では吉吾 とよばれ， 「折 々は頓間 な間違 ひなどをす る癖 に，横着 で機智があ って常

に安 々と人を澹」 ぐ人 として知 られていた ［柳 田　 １９６２：１９８－２００］。 人 々にと って，

きっちょん ものは全 く架 空の ことではな く，現 実界 に起 りうることであ ると認識 され

て いるか らこそ，親 しみを もって受 け入 れ られているのであ る。

　 あ るいはウェルズ フォー ドによると，西暦１０世紀 のアラビア に 『シジ ョハ の冗談』

という本 があ り， この シジ ョハ は機智 に富む と同時に白痴的で，驚 くほど無神経 な悪

をす る人物 として描かれている という。 この話 は後， シチ リア島 に伝わ り，民間伝承

の人気者，間抜 けのギ ウファとよばれ るに至 ってい る。興味深 いことは， このシジ ョ

ハ はあたか も実在 したかの如 くに考 えられてい る点 であ り，彼 のための墓石 があ り，

墓石の 日付 として，ヘ ジラ紀 元３８６年 （西暦 ９９６年頃） と記 されているというのである

［ウェルズフォー ド　 １９７９：３７－４１］。 道 化の行為 は， それが演技 と認識されてい る限

り，現 実性をおびればおび るほど人 々に与え る効果 も大 き く，かつ好 まれ るとい うこ

とが上記の例を通 して も理解 され るであろう。言葉 をかえて いえば，われわれは悪童

のように徹底 した悪 をなす人間，あ るいはき っち ょんのよ うに徹底 して 「阿呆」 な人
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間を， われわれ 自身 の社会 の中 に必要 としているのであ る。

　 引用 が多 くなるが，Ｈ．　Ｅ．　Ｔ．において，　Ｒｅｙ－Ｈｕｌｍａｎが非常 に興味深 い事実を記

しているので， それをみておこう。 Ｒｅｙ－Ｈｕｌｍａｎ はパ リの高等研究院 （Ｅｃｏｌｅ　Ｐｒａ－

ｔｉｑｕｅ　ｄｅｓ　Ｈａｕｔｅｓ　Ｅｔｕｄｅｓ）にお いて Ｍ ．　Ｉｚａｒｄが おこな った口頭発表， および Ｄｉｍ

Ｄｅｌｏｂｓｏｍ による Ｌｅ　Ｍ ｏｇｈｏ　Ｎａｂａ　ｅｔ　ｓａ　ｃｏｕｒ （出版社， 出版年不明） という報告 にも

とついて述べて いる。以下， Ｒｅｙ－Ｈｕｌｍａｎ の記述 に したが うと， オー ト・ボル タ，

モ シ族の王，Ｍ ｏｇｈｏ　Ｎａｂａの宮廷 において は説話語 りは許されて いない。 したが っ

て， 「悪 童物語」 はモ シ族にはよ く知 られた話で はあ るが， 宮廷内で語 られる ことは

ない。 ところが，王が死ぬ と，新 しい王 が選 出され るまでの間 （つま り，モシ族 に と

っての正常な秩序体系 が一時的 にス トップ して，始源 の混乱 に もど った状態にあ ると

い って もよい期間）， 人 々はあ る男を選 び， この男 は 「悪 童物語」 中の悪童がそ うで

あるよ うにあ らゆ る種類 の悪を おこな うのである。 この男 のこと をモシ語 で ＫＵｒｉｔａ

とい う。

　 さて，Ｋｕｒｉｔａはいか に して選定 され るのか とい うと，王 の死 にあた って，王の妻の

うち誰 かが妊娠 していた場合， その妻か ら生 まれた子 が選 ばれ るのである。要す るに，

Ｋｕｒｉｔａは死んだ王 の子供達の うちの末子でな ければな らず， また，彼は 」Ｋｕｒｉｔａと し

て行動す る場合，常 に彼の姉 と一緒 に行動す るのであ る。Ｋｔｉ「ｉｔａには死 んだ王 の死体

を洗 った水があびせ られ，その ことによって彼 は生 ける屍 と同様 にみな される。かつ，

彼 は死んだ王の代理人 とみなされ る。 さ らに，Ｋｕｒｉｔａには先代 の王 が最後 に性 関係 を

もった女 が妻 として与 え られ る。

　 さて，新王が指名され ると，ＫＵｒｉｔａは宮廷，いやそれのみな らず王 の住む町 か ら永

久追放 され るのであ る。 しか し， 新王 は Ｋｕｒｉｔａが仲介人を通 して要求す るものすべ

てを与 えねばならない とされて いる。 つま り， 新秩序 の制定 と同時 に Ｋｕｒｉｔａは追放

されるわけであるが，その生活 は新王 によって間接的に保証 されねばな らないのであ

る ［ＲＥＹ－ＨｕＬＭＡＮ　 １９８０：２０９－２１１］。

　 上記 のよ うなモ シ族の宮廷 での事例の中に， 「悪童物語」 にみ られ る様 々なモチー

フが再現 されていることを見 るのは困難で はない。王の死後 に生 まれ るとい う異 常な

出生。王である父 を殺す ことによ って新 しく王位 につ く， という話 が多 々あ るように

　（た とえば，マ ンダ ング族 にお けるス ンジャー タの 叙事詩 がそうで あ る ［ｃ£ ＮＩＡＮＥ

１９６０］），王の死後に生 まれるということは，象徴的 にいえば，彼 が王 （父）を殺 した

ということで もある。つ ま り，親 殺 しのモチ ーフが ここにみ られる。

　 あるいは ππ擁αは常 に姉 と一緒 に行動するとい うこと。 これは悪童が双子， ある
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いは兄弟 の うちの弟 の方であ るというモチー フに対応す る。

　あるいは， Ｋｕｒｉｔａには先代 の王 が最後に性 関係を もった女が妻 と して与 え られ る

とい うこと。要す るに Ｋｕｒｉｔａは 「母」と近親 相姦 を犯す ということであ る１０）。「悪童

物語」中 に，悪童が母 と近親相姦を犯す というモチーフは直接登場 して はいないが，

ともか くＫｅｒｒｉｔａの異常性，マー ジナル性 を示 す もの と して，悪童 の異常性に通 じる。

さ らに，「生 ける屍」 とい った両義性 も悪童の ものなので ある。

　最終的 にわれわれ は， Ｋｔｔｒｉｔａ は宮廷か ら追放 されはす るが， 彼 をや しな うの はと

りもなおさず新王 自身で あることを忘れてはな らない。先に，われわれは徹底 した悪

をなす人間を必要 として いると述べたが， モ シの王家 の慣行 と して，それは現実 にお

こなわれて いるとい う実例を ここにみ ることができよう。

　 ところで，われわれが 「悪人」 を必要 と してい るとい うことにつ いて， 中世末期か

ら近世 に至 るまでの ヨー ロッパで多発 した社 会現象 と しての魔女 という存在 を想起 し

て も突飛 ということはあ るまい。魔女 はまさにわれわれが必要 としてい る 「悪人」 の

ひ とつの形 と して あらわれたのであるか らであ る。

　 本稿 の論 旨か らそれ ることを恐れて，詳説 は避け るが，魔女現象が多 く起 ったのは

キ リス ト教の周縁地 域，つ まりキ リス ト教の教義が全 くとい って よいほ ど理解 されて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

いなか った辺境 の地方 においてで ある１１》。そのよ うな周縁地域 にお いて人 々はみずか
　　　　　　　　ロ　　　　

らの内側 にスケープゴー トと しての魔女 を見 出 したのであ る。魔女狩 りは 「聖 職者の

満足，つま り，教会 の禁止 によって拘束 されて いる性的衝 動の解放 というもの に，還

元 され うる ものではない。」 ［ミュ シャンブレ　 １９８２：５４］つ まり， ま さ に民衆 自身

が必要 と してい るもの として，魔女 はつ くりだ されたのであ る。そ して， この魔女 は

秩序 の対極 にあ る反社会性 の代表 のごと く考 え られたのであ った。反社会性の代表 と

なれば，われわれは悪童 ＝ トリックスターを考 えないわ けにはゆかない。 こう して，

魔女 と トリックスター とは， お互 いに大変近 い ところに位置 してい ることが理解 され

る。山 口昌男 は述べてい る。 「トリックスターは， その両義的な地 位において， ウィ

ッチに対 して至近距離 にあ る。霊鬼 と違 い， ウィッチ同様 に，彼 は社会の内側 に存在

す る。　 （……）違 いは， ウィッチには常 に負の記号 が冠せ られ るの に対 して， トリッ

クスターには，正負の記号が同時にか， また は分け られて付 され るという点 にある。

しか し正負の記号を とれば民俗的 想像力の 中では 『かた ち』 （＝反社会性） において

両者が対応 す ることが多 い。」 ［山口　 １９７５ａ：１３１］魔女 には常 に負の記号が冠せ られ

るがゆえに，彼女 は 「狩 られ る」のである。 （しか し， 人 々はす ぐに別の魔女をつ く

りだすで あろう。） それに対 し， トリックスターは正負 の記 号を負 うがゆ えに， われ
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われの意識の底では 「愛される」面をもっており，常にわれわれと供に生 きつづける

のである。

　 こうして，われわれは 「悪童物語」論の展開を通 して，演技者 としての悪童＝道化

をわれわれ自身が必要としている実例をまのあたりにした。本稿を終るにあたって，

一体，なぜわれわれは魔女，そして悪童のような 「悪人」，　 あるいはその 「悪人」が

活躍する物語を必要としているのか，ということについて簡単に考えておきたい。悪

童が物語の中で演技する架空の人物であるのに対して，魔女は現実の存在であるとい

われるかもしれない。たしかに魔女そのものは実在の人間であるが，魔女がなす諸悪

事，つまり箒にまたがり魔女集会におもむき，そこで悪魔 に誓約をし，人心を乱す行

為をするといったことは，すべて人々の想像の中で考えられたことである。つまり，

１０）山口昌男は，「王権にまつわる近親婚は，王が社会の規範の外にあるという異人性を強調す

　るための仕掛けでもある」と述べている ［山口　 １９８２：１６３］。

１１）この部分の記述 はショニュ ［１９８２（１９６９）１，および ミュシャンブレ ［１９８２（１９７３）１の論文に

　負っている。ショニュは１６，７世紀の膨大な量の異端審問裁判記録の検討をもとに，魔女，魔術

　現象は周縁的な，境界地帯におきるとする。全 ヨーロッパ的にみた場合，キリス ト教圏の周縁

　部，スカンディナビア，北 ・東 ドイツ，スコットランド，スペインに多発 している。フランス

　国内についてみた場合，魔女現象が多発しているのはピレネー山脈地方，小森でおおわれたノ

　ルマンディ地方， ヴォージュ山脈の下方に位置するフランシュ＝コンテ地方， ロレーヌ地方な

　どである。ショニュの言葉によれば，「魔術は周縁地帯に栄えるのであり，それは，抑圧され，

　打ち負かされたもう一つの世界を証言 しているようにみえる。魔術は，安全地帯に発生する何

　かではなく，攻撃を受けると魔術に転化する何かなのである。一語で言えば，魔術はキ リス ト

　教圏の周縁部に発生する。」［ショニュ　 １９８２＝２０］またショニュは，「さらにいえば，魔術は，

　都市現象であるよりも，農村現象なのである。都市はより深くキリス ト教化され，より厳重に

　統制されている」 ［ショニュ　 １９８２：２１］と述べている。周縁部農村において，伝統的な呪術

　が魔術に転化していったと説 くのである。

　　一方，ミュシャンブレも，フランス農村部における民衆，および大多数の聖職者がいかにキ

　 リス ト教について無知であったかを述べる。そ して，人々は神による却罰へのおそれ，さらに

　悪魔と地獄へのおそれ，死に対するおそれにつつまれて生きていた。そのような奮囲気の中で

　人々は呪術をおこなうことによって安心感を求めていたという。その上で，ミュシャンブレも

　 ショニュと同じように次の通り述べる。「中世において魔術の揺藍であった農村世界と， もう

　ひとつの世界，すなわち，１２ない し１３世紀以降，純化されたキリスト教をもち，ますますキ リ

　ス ト教が人びとの生活を左右するようになった都市の世界とのずれは，否定 しがたいまでに大

　きくなっていた。」［ミュシャンブレ　１９８２：４７］

　　もちろん，このような記述は魔女現象に関して，都市と農村を比較，相対的に検討 した結果

　を図式的に述べたものであって，個々に検討してゆけば都市においても魔女現象がみられるこ

　 とは明らかである。ただ，本論中でも少 し触れたが，「愚者の祭 り，Ｆｅｔｅｓ　ｄｅｓ　Ｆｏｕｓ」は主にフ
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　の

　 ランスで， 大聖堂のある町で栄えた ［ウェルズフォー ド　１９７９：１８９］と述べられているよう

　に，キ リス ト教の浸透 した都市部において人々の抑圧された意識は，魔女よりも，愚者の祭り

　のようなさか しま劇の中に活路を見いだしたのではないかと思われる。今のところ筆者自身は

　次のような図式を考えている。

　　農村 ：キリスト教への無知一 魔女一 魔女集会 （サバ ト）におけるミサの逆転化。

　　都会 ：キリスト教の浸透一 抑圧された意識一 愚者の祭りにおける地位，価値の逆転劇。

　 この点に関してはいずれ別稿で論ずるつもりである。
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魔女の行為 は悪童の行為 と同 じように，架空のものなのである。その意味で，魔女の

行為は彼女が好むと好まざるにかかわ らず，魔女に特有のものとされた演技としての

悪であることに変りない。

　さて，大仰な言い方になるが，文化とはひとつの抑圧の形である。つまり，人間の

行動にある種の枠を与え，行動規範をつ くり，その枠の中で生きることを可能ならし

めているのが文化である。ここでいうところの枠を，個々人が行動する際の手引き書

のようなものと考えるなら，文化はそこに生きる個人にとっては便利な，居心地のよ

いものであろう。逆に，個人がもっと別の可能性はないかと探 る時，文化は，その中

にいることが一種の重荷として感 じられるものになる。文化は人間の行動に指針を与

えると同時に，規制もしているか らである。そして，文化がもつ規制 という面は，い

つ個々人によって強 く意識されるや もわか らない厄介なものだといえる。そして，こ

のネガティブな面に対する個人の側か らの反発心をもうまくとりこんで，生産的な力

にしてしまうのが活力ある文化 といえるのではないだろうか。実際，個 々の文化をみ

ると，それぞれが内にもつ抑圧されたエネルギーを何 らかの形で解放させる仕組をも

っている。カーニバルという祝祭空間において， 日常の権力構造が逆転する事実がそ

うであるし，アフリカの諸王国などにおいて，新王の即位儀礼のある段階において，

王と民衆の地位が逆転させられるという現象 もそのような仕組のひとつである。この

ように逆転された空間において こそ，人々の内にある抑圧されたエネルギーは解放さ

れ，新しい秩序 に向う力となるのである。中 ・近世 ヨーロッパでの魔女現象も，たど

えばペス トの蔓延といった社会不安に象徴 されるこわされた秩序の回復のためのス

ケープゴー トとして，魔女がつ くりだされたとするならば，人々はみずからの内なる

轡屈 したエネルギーを，魔女を狩るという行為の中に発散させたのである。魔女狩 り

自体は，意図された文化の仕組 とは別の次元にあるのか もしれないが，人々の抑制さ

れたエネルギーの解放 という結果においては，カーニバルや王の即位儀礼におけるエ

ネルギーの解放と同次元に置きうるものであることは間違いないであろう。

　抑圧されたエネルギーを解放させる文化的な仕掛 としては，すでにわれわれによく

知られているものがある。ポ トラッチである。

　北西アメリカ海岸のインデ ィアン諸族におけるポ トラッチは，基本的に自己破壊の

要素をふ くんだ社会儀礼であることはすでに充分論 じ られ た ［ＭＡｕｓｓ　 １９５０：２００－

２０１］。ポトラッチの機能の一つは，惰性的に動く社会秩序を一時的にス トップさせ，

始源の時に回帰させることによって秩序を再活性化させるも②なのでうる［ｃｆ・　ＭＡｕｓｓ

１９５０：２６９］。 このような観点は， 人間の社会生活の根幹には交換行為があるとする
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交換論の立場からさらに発展させ られた。たとえば，ポトラッチ的行為は北米インデ

ィァン諸族に限られることではな く， ヨーロッパ中世においても，あるいは日本にお

いて もみ られたものであり，さらには現代の西欧諸国においても、クリスマス時の大

量のカード交換などにみられることが述べ られて いる ［レヴィ＝ス トロース　 １９７７：

１３８；篠田　１９８１：８６；阿部　１９８２：５１］。

　悪童がおこなう悪は物語の中でなされるものである。人々は悪童の悪を演技，つま

り架空のものとして楽 しむ。ところが，演技としての悪が現実あものと誤認されると，

人 々は悪を現実の人間 としての魔女に結びつけ， これを狩る。ポ トラッチは自己破壊

の要素を含んでいると述べた。 しか し，ポ トラッチにおける破壊行為にも，実はおの

ずと抑止機構が働いているはずである。実際にすべてを破壊すれば秩序再活性化など

というものも起りえない。完全な自己破壊 とは自殺であり，集団的にそれがおこなわ

れれば社会の破滅である。ポトラッチとはこのような破滅をもたらさないための，演

技 としての破壊なのである。

　モシ族の王宮においては，ある時点で 「悪童物語」が単なるフィクションとしてで

はなく，あたか も現実であるかのように演技されるという。演技は現実に近ければ近

いほど，迫真力をもつ。西アフリカにおける 「悪童物語」は限定された架空の場にお

いて，悪童になしうる限りの悪＝破壊を演技としておζなわ しめるという意味で，上

に述べたようなポトラッチ的機能を果 しているとは考えられないだろうか。
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Annexe I

Samba kecco  bond°

wondo  cfoo. 
Samba kecco  bondo jibina aset, mawni alet, alkames yahi njulaagu. 

 joodi noon,  too mawnum arii  e  cfatnaade. tawi bahmum sankiima. 
Alla  wadi noon, acci noon. 
tawi yaay mum ko  koriido, puccu mu'en hunngu  siini, tawi rawaandu mu'en 
hunndu 
Samba kecco  bond°. 
mawniraawo hombo  cfatno, wi'i  cfum:  "cfum ko njawdi, si Alla  wadi  oo ji'i 

    hoorem, mbarana  cfum njawdi ndi."
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wi'i  (Sum: "a yi'i o saku hombo  wadi go'oye. si ko  puccu  oo  6esrti  hada mbo 
 ja6nat  haa  molel ngel waawa duru." 

wi'i  dum: "rawaandu ndu dal,  hacfa itta  sada  haa  dum weeda." 
Samba kecco  bongo  joodi  haa yummo  oo  darici. addani  dum  sada. 
wi'i dum:  "mi  riaamataa sada de, Samba." 
Samba jaggi  wari. 

 haa puccu ngu jibini,  o warani ngu njawdi ndi, weedi ngu, ngu susi, ngu 
ngu sali,  wari. 

 rawaandu nduu ne  6esni, addani ndu go'oye  de. 
rawaandu sali,  wari. 
Samba joodi  too  600yi, neli cukalel ngel ndiyam. 
cukalel nanataa, yi'ataa. Samba  wari. 
wi'i  6o'osoyori  kori hombo  kori lohoyora, dogi, kuurni. 
6o'osaaji ngaraani. Samba  wari. 
tegi mold ngel hirke,  molel fukkii e leydi, Samba  wari. 
Suuna arti, Suuna arti, wi'i dum: "hodo yaay?" 
wi'i  dum: "mi  wari." 
wi'i  dum:  "hodo puccu?" 
wi'i  dum: "mi  wari." 
wi'i  dum:  "hodo rawaandu?" 
wi'i  dum: "mi  wari." 
wi'i dum: "galle fusi, njehen." 
be njahi,  be njahi  haa  600yi. 
Samba tawi baragel henngel  daani,  he6e  cfoon njoodi  haa  600yi. 

(Samba hombo mi anndaa ko  wadatno  haa yejjiti  loon jardugal mum.) 
Samba yehi  haa  600yi. 
wi'i  dum: "Suuna, mi woppi jardugel am." 

 wi'i  dum: "njehen, maa  mi soodan ma  goddungel." 
wi'i  dum:  "ndeen  kori ngona  dicfori." 

 wi'i  dum: "maa mi soodan ma  goddungel." 
wi'i dum:  "ndeen  kori ngona  tatori." 
wi'i  dum: "yah hibbitu!" 
wi'i  dum:  "Ha! Suuna, si a haytiima  punndi hinndi  wadi loocol  geloode 

   hede nduuya tan, si a  he6iima, dokk." 
Samba yahi. 
Suuna ne yahi  haa hayti punndi hinndi wadi kurr,  he6e ngara tan. 
Samba tawi baragel ngel henngel  daani, tan te'eni ngel hella. 
wi'i jardugal ngal casu. 
ngel ruuyi tan, ngel lommbi  dum, 6ordi  haa  600yi. 
Suuna hayti  he6e ngara,  he6e ndoga,  haa baragel  negl hebori be jaggu noon. 

 kono baawde Alla, liwre ne  aH, nde yetti  dum'en. 
Samba noon,  hada anndi liwre gada  oo wojjat seeda. 
Samba yi'i hino wojji noon, wi'i: "Suuna nganndu-mi han,  nducfcfu-mi cfoo 

    meslel am ngel." 
wi'i  dum: "Samba woto wad, ko  boni." 

 wi'i  dum:  "miin de  mi  duddat." 
Samba  ducfdi, Samba  duddi noon, tan liwre nde acciri dum'en. 
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 Be ngari,  he6e ngajji, be maayi. 
 Boon a doon  be  difti kala. 

Suuna wi'i  dum: "Samba, jooni noon en ceerat, sabu en mbaawaa wondu." 
 Be ceeri. 

Suuna yahi, yanoy  doo hombo ayna sardi. 
Samba oo ne yahi, yanoy  doo Alla weetataa. 
Suuna, si dawi, waabat nayeejo,  rialla aynu, hombo  dum  mobtana  Boccoode, 
hombo  dum tuppana jawle nayeejo, hombo dum  wadana a sasa faa  Be njofa. 
wuro ngo noon  hada to ngo  weet, ko ko wa'ino colli. 
si ko gertoode ngarii e joggude tan, si ko dum dilli tan, wonnta jemma. (a 
rimaande jeetol.) 
Samba woni  doon, Samba  wari colli di,  has di  laabi. 
Alla watti weet. 

 yim6e mbi'i Samba: "jooni noon a layat ko  njid-daa,  min  njo6 ma  dum, 
    sabu a  wadi  doo afeere nde  nganndaa ko nde afeere mawnde." 

Samba  wi'i: "dakkere buubi  yidi." 
be ngarti,  he6e duum  da66ana. 
Samba,  has  Booyi, Samba yahi, wi'i kam de hombo salminoya Suuna. Samba 
tawi Suuna hombo a ko 'oon ngayna. 
Samba wi'i Suuna:  "joodo mi worloo." 
Samba waabi nayeejo, si yi'i ba'ajol, wada a sasa, si yi'i sohore,  wada a sasa, 
si yi'idi yahare,  wada a sasa. 
waabi nayeejo  has  600yi, wi'i nayeejo: "waxal yalla  deggol). 

    aan maslini, joodo  doo." 
Samba hooti, Samba yotti,  be mbi'i: "Samba hodo nayeejo?" 
wi'i: "nayeejo  hombo  juula futuro." 
Samba yotti, diini sasa. hada anndi  cukalori  kori ko  co6,  mboowkori  6occoode 

    e jawle,  seeda kala cukalel  wada junngo a sasa, tan cukalel wulla. 
 has  Booyi,  be mbi'i: "Samba  hodo nayeejo?" 

 has  Booyi, Samba  wi'i: "Eey, woto tampine kam. nayeejo, mi yi'aani, mi 
     nanaani." 

 been kumti sasa, ba'aji  liiwii e wuro. wuro dogi, roondii e lakde.

１） ウ ォロフ語 。
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